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1 総合政策
課

高齢者を対象と
したスマホ教室

高齢者

●デジタルデバイド対策
のため、高齢者がスマホ
を楽しく便利に使えるよ
うにする。

●市民に身近な施設（住民セン
ター等）で携帯電話事業者を講
師に迎えたスマホの基礎的研修
を行うもの。

●キャリアや県で類似の取組が行われていること
から、本事業の根拠となる丹波市DX推進計画に
おける取組スケジュールに基づき、令和５年度末
をもって事業を廃止した。

ー 〇 〇

2 総合政策
課

３市連携事業
小学生・中学生
のためのプログ
ラミング教室

福知山市・
丹波市・朝
来市の小学
４・５・６
年生と中学

生

●福知山公立大学の教育
研究の向上と福知山市・
丹波市・朝来市の将来を
担う子どもたちが倫理的
思考や発想力の大切さを
学び、デジタル技術への
関心を高める機会とする
ため実施する。

●福知山公立大学と福知山市・
丹波市・朝来市が連携し、小学
生・中学生に向けた、レベル別
のプログラミング教室４講座を
実施。（参加料無料、希望多数
の場合は抽選）
※令和４年度～開始

●講座受講者への満足度調査では、回答者全員が
プログラミングへの興味が持てたという結果と
なっており、本事業の目標の達成ができた。

●受講者の募集にあたって、部活動や塾、保護者
の送迎などの問題で、夏季休暇期間中の平日３日
間の連続講座への参加が難しいことが課題であ
る。また、４つの講座を実施しているが、各講座
の人気に差があり、一部の講座に受講希望者が集
中しているため、講座内容の見直しが課題であ
る。このため、講座の実施方法や内容について、
福知山公立大学と福知山市・丹波市・朝来市にお
いて、見直しを行う必要がある。

〇 〇 〇

3 人権啓発
センター

人権啓発ラジオ
番組の放送

一般

●ラジオ放送を通じて市
民の人権意識の高揚を図
る。

●あらゆる人権課題の解決や市
民の人権意識の高揚に向けたラ
ジオ放送を行う。

●身近な学習ツールとして、様々な人権課題や市
が実施する人権講座等の事業情報を発信すること
ができた。
●オンタイムで聞き逃した方にも学習していただ
けるように、原稿を市ホームページに掲載した。

●効果を把握するのが難しいが、番組自体の周知
を幅広い媒体で行う必要がある。
●広報紙や市ホームページ等を活用し、人権啓発
ラジオ番組自体の周知を図る。 〇 〇

4 人権啓発
センター

人権講演会 一般

●人権についての正しい
理解と豊かな人権感覚を
培い、人権文化が息づい
た丹波市をめざす。

●８月の「人権文化をすすめる
市民運動」推進強調月間に合わ
せて人権講演会を開催する。

●市民にとって、人権についての関心や理解を深
める機会となった。
●直近の参加者の理解度（「人権についての関心
や理解が大変深まった・深まった」と回答）は、
Ｒ５年度73.4％、Ｒ４年度97,4％、Ｒ３年度
83.1％と7割を超えている。また、満足度もＲ5
年度82.0％、Ｒ4年度89.6％、R3年度90.5％
と8割を超えている。

●より多くの市民が参加され、人権に関する理解
が深まるよう内容の充実を図る必要がある。
●Ｒ６年度より、人権講演会の代わりに、「たん
ば人権講座」と題してシリーズ化し、様々な人権
課題の講座を選択して受講できるように、内容を
変更し、実施している。

〇

5 人権啓発
センター

丹の里人権のつ
どい

一般

●市内の関係機関が連携
し、人権についての正し
い理解と人権意識の高揚
を図る。

●12月の人権週間に合わせ
て、市、市教委、市同教、神戸
地方法務局柏原支局、人権擁護
委員協議会等の関係団体との共
催で開催する。

●市民にとって、人権についての関心や理解を深
める機会となった。
●直近の参加者の理解度（「人権についての関心
や理解が大変深まった。深まった」と回答）は、
Ｒ６年度79.2％、Ｒ５年度80.2％、Ｒ４年度
81.0％、Ｒ３年度79.4％と概ね8割前後ある。

●より多くの市民が参加され、人権に関する理解
が深まるよう内容の充実を図る必要がある。
●毎年、アンケート結果などについて分析し、各
団体と話し合いを進めながら、内容の充実を図っ
ている。 〇 〇

6 人権啓発
センター

地域人権教育事
業

地域
中学生

●人権尊重社会の実現の
ため、地域の人権課題や
生活課題を総合的かつ調
和的に解決し、人権文化
の高揚と共生の地域づく
りを推進する。

●各中学校区推進委員会等と委
託契約を締結し、各中学校区に
おいて人権課題の解決に向けた
人権教育を実施する。

●事業に参加した生徒数は、コロナウイルス感染
症の影響で事業中止したＲ2年度以降は、Ｒ３年
度193人、Ｒ４年度254人、Ｒ５年度265人、
Ｒ６年度325人と参加者が増加しており、地
域・学校における人権意識の高揚につながった。

●各校区に応じ、より充実した内容となるよう進
める必要がある。
●担当者会で各校区の取組事例や手法などの情報
を共有する。 〇 〇

7 人権啓発
センター

住民人権学習推
進員研修会

推進員

●住民人権学習推進員の
役割について理解を促
し、各自治会における住
民人権学習を推進し、人
権についての理解と人権
課題の解決を図る。

●各自治会の住民人権学習推進
員を対象に研修会を実施する。

●基本的な学習テーマ（人権課題）や学習方法、
参考資料などを掲載した「住民人権学習のすすめ
方ガイドブック」をＲ5年度に作成し、研修会で
説明、配布し、初めて住民人権学習推進員となる
方も参考にしていただくことで、各自治会で学習
会が開催しやすくなるよう支援することができ
た。
※実施率は、Ｒ5年度82.6％（Ｒ４年度
72.5％）に回復した。

●市民が主体的に住民人権学習をすすめられるよ
うに、住民人権学習推進員からの相談に丁寧に応
じ、継続して支援する必要がある。
●推進員研修会などの機会を通じ、各種情報を提
供する。

〇 〇 〇 〇 〇

8 人権啓発
センター

人権歴史講座 一般

●第３次丹波市人権施策
基本方針を踏まえ、同和
問題に関する差別意識の
解消を図る。

●同和問題に対する正しい歴史
認識を持つことにより、被差別
地域に対する忌避意識の解消に
繋げるため、人権歴史講座を開
催する。

●部落史の時系列的な理解を学ぶことができる内
容で企画し、同和問題への正しい歴史的認識を持
ち、忌避意識の解消につなげる機会を提供するこ
とができた。
●参加者の理解度がＲ４年度97.0％、Ｒ５年度
92.3％、R６年度100％と満足のいく内容の歴
史講座となった。

●熱心に繰り返し参加される方が多くある一方
で、新規に参加される方が少ない。
●より多くの市民の方に参加していただけるよう
に、広報の手法や内容を工夫する必要がある。

〇

9 人権啓発
センター

じんけんセミ
ナー

一般

●すべての人の人権を尊
重する視点に立って、正
しい知識の普及や啓発の
推進を図る。

●同和問題をはじめとする様々
な人権問題についての認識を深
めるために、じんけんセミナー
を開催する。

●同和問題をはじめとし、ハンセン病・ヤングケ
アラー・吃音への理解などの様々なテーマを取り
上げ、課題解決に向けた啓発をすることができ
た。
●参加者の理解度がR4年度97.0％、Ｒ５年度
100％、Ｒ６年度95.6％と高い評価であった。

●より多くの市民が参加できるように、広報の手
法や内容を工夫する必要がある。
●参加者アンケート結果などを参考に、市民の関
心が高い人権課題をテーマに、新たな人権課題に
ついてもテーマに取り入れるなど内容の充実を図
る必要がある。

〇
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10 人権啓発
センター

地域交流事業 一般

●隣保館において同和問
題をはじめ、様々な人権
問題の解決を基本に交流
を行う中で、市民相互の
理解へと繋げていく。

●住民相互の交流促進を図るた
め、料理教室や剪定教室などの
交流事業を行う。

●事業内容を見直し、新たに、コーヒーの淹れ方
教室やスマホ教室などを取り入れ、隣保館事業の
新たな参加者を得ることができた。
●隣保館のことを知っていただくきっかけになる
とともに、講座を通じて参加者相互の交流を図る
ことができた。

●参加者アンケート結果などを参考に、市民の関
心が高い内容を取り入れるなど内容の充実を図る
必要がある。
●様々な年代の市民が参加しやすいように開催曜
日・時間の設定を行う。

〇 〇

11 人権啓発
センター

社会を明るくす
る運動作文エッ
セイ募集
（丹波市地区予
選）

小中高生

●次代を担う小・中高生
に、日常の家庭生活、学
校生活の中で体験したこ
とを基に、犯罪・非行の
ない地域社会づくりや犯
罪・非行などに関して考
えたこと、感じたことを
作文、エッセイに書くこ
とを通じて、「社会を明
るくする運動」について
理解を深める機会づくり
とする。

●社会を明るくする運動の取り
組みの一環として、市内の小学
5年生以上の児童、中高生を対
象に犯罪・非行のない地域社会
づくりや犯罪・非行をした人の
立ち直りについて考えたことな
どを題材にした作文、エッセイ
を募集する。

●小・中学生が作文を書くことを通じて、犯罪・
非行のない地域社会づくりを考える機会とするこ
とができた。

●作文のテーマが小・中学生にとっては難しいも
のであるため、「社会を明るくする運動」の意義
について周知する必要がある。
●学校を通じて「社会を明るくする運動」の意義
をわかりやすく周知し、テーマに沿った作文、
エッセイを募集する。

〇 〇 〇 〇

12 人権啓発
センター

人権啓発パネル
展

小中学生

●人権に関する標語を作
成することを通じて、市
の将来を担うこどもたち
が様々な人権課題を考
え、人権尊重の重要性や
必要性について理解を深
めるとともに、お互いの
人権を尊重し合える社会
の実現をめざす。

●市内の小学５・６年生及び中
学生を対象に人権に関する標語
を募集し、優秀な作品について
表彰を行う。また、応募作品に
ついて、商業施設等で展示を行
う。

●市内のこどもたちが、人権標語を作成すること
を通じて、さまざまな人権問題を考え、他人の気
持ち・意見・文化・個性を認め、大切にすること
を考えるきっかけづくりとなった。
●作品展示を市内商業施設で行うことにより、広
く市民に人権啓発をする機会を作ることができ
た。

●効果的な人権尊重意識の啓発が今後も実施され
るよう、さらに内容を充実させる必要がある。
●引き続き、学校を通じて作品募集を行う。ま
た、商業施設等での作品展示も継続し、広く市民
への人権尊重意識の啓発に努める。

〇 〇 〇 〇 〇

13 人権啓発
センター

男女共同参画講
演会

一般

●男女の人権尊重や固定
的性別役割分担意識の解
消、女性の参画促進など
男女共同参画に対する意
識の定着を図る。

●６月の「男女共同参画週間」
に合わせ、男女共同参画講演会
を開催する。

●Ｒ５年度スポーツ分野における女性の活躍、Ｒ
6年度防災分野と、多彩なテーマを設定し、男女
共同参画を身近に考える機会となった。

●男女共同参画についての理解と意識の定着に向
け、より多くの人に関心を持ち参加できるよう検
討する必要がある。
●あらゆる面からテーマを検討し、今後も、地域
づくりと男女共同参画などの講演会を実施する。

〇

14 人権啓発
センター

男女共同参画推
進員研修会

一般

●男女共同参画推進員の
役割について理解を促
し、各自治会における男
女共同参画の推進を支援
する。

●各自治会の男女共同参画推進
員を対象に研修会を実施する。

●男女共同参画の基本的な知識を学ぶための研修
会を実施し、推進員の理解が深まった。
●出席率も上昇している（Ｒ３年度20.2.％、Ｒ
４年度35.5％、Ｒ５年度45.7％、Ｒ６年度
49.2％）。

●自治会や推進員の活動をさらに後押しできる取
組や支援が必要である。
●学習ツールとして男女共同参画をテーマとした
DVD貸出や、出前講座を積極的に実施する。 〇 〇

15
人権啓発
センター

男女共同参画
推進事業補助
金

一般

●市民が自主的、積極的
に男女共同参画にかかる
学習事業や啓発事業を展
開し、理解を深めようと
する活動を支援し、地域
における男女共同参画を
推進する。

●自治協議会、自治会、団体等
が行う男女共同参画社会づくり
を推進する学習活動、啓発活動
に対し、補助金を交付する。
※補助金　上限30,000円

●補助金を活用し、新たに取組を行った団体等が
あり、地域等での自主的な学習・啓発活動を促す
ことができた。

●補助金利用団体がＲ４年度8団体、Ｒ５年度8
団体と利用が増加していない。今後は、本補助金
の活用を促したり、積極的な自治会等の取組につ
なげていくことが必要である。
●広報紙や市ホームページ、男女共同参画推進員
研修会を通じて、補助金を周知する。

〇 〇

16
人権啓発
センター

男女共同参画
基礎講座

一般

●市民の男女共同参画に
関する理解を深め、男女
共同参画社会を築く。

●男女共同参画に関する身近な
テーマの講座を開催する。

●男女共同参画を身近に感じられるように様々な
テーマで講座を開催し、参加者の幅を広げること
ができた。

●さらなる参加者の増加に向け、取り上げるテー
マの工夫が必要である。
●男女共同参画を身近に感じ、学んだことを活用
できる講座を実施する。

〇

17 人権啓発
センター

男性のための
男女共同参画
講座

一般（男
性）

●男性の男女共同参画社
会への理解を深める。

●参加対象者を男性限定にし、
男性の立場を支援する講座を開
催する。

●子育てや家事、介護など様々なテーマを取り上
げ、男性が自分自身を振り返り、学ぶ機会を作る
ことができた。
●直近の講座参加者の満足度は、Ｒ５年度
80％、Ｒ4年度90％、Ｒ３年度84％と高い満
足度が得られた。

●男性の参画を推進するため、引き続き、様々な
視点から男女共同参画に対する理解を深める学び
の場を増やしていく必要がある。
●参加者アンケート結果なども参考にし、関心の
高いテーマを確認し、テーマに取り入れるなど内
容の充実を図る。

〇

18 人権啓発
センター

小中高生海外派
遣に対する支援

小中高生

●次世代を担う小中高生
の国際感覚を豊かにし、
国際化時代に対応する人
材を育成する。

●市内の国際交流団体等が実施
する短期交換留学事業に参加す
る市内在住の小中高生及び引率
者の渡航費の一部を丹波市国際
交流協会を通じて助成する。

●新型コロナウイルス感染症の影響期間中は、事
業中止となっていたが、Ｒ５年度から事業再開と
なり、支援することができた。
●小中高生がホームステイでの生活を通じて言語
や文化など様々なことを学び、豊かな国際感覚を
養う機会となった。

●市民主体の国際交流ができるよう支援する必要
がある。
●引き続き、丹波市国際交流協会を通じた支援を
行う。 〇 〇
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進

1.まなび人を増やそう
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学
び
に
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す
る
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く
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学
び
の
機
会
や
団
体
に
つ
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て
の
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市
民
が
つ
く
る
学
び
の
機
会
の
提

供 多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の

機
会
の
提
供

身
近
な
学
び
の
場
づ
く
り

多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の

場
づ
く
り

学
び
の
環
境
の
利
便
性
の
向
上

(1)学びへの関
心を高める

(2)学びを
見つける

(3) 学びの場をつ
くる

(1) 学びで
つながる

(2) 学びを生かす

2.まなび力を育てよう 3.まなび里をつくろう

(3) 学びの力を高める
(1)学びで地域
の魅力を見つけ
る

(2)学びのまちをつくる
(3)学びからまちを活性
化する

地
域
で
子
ど
も
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若
者
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育
て
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づ
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地
域
の
魅
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発
掘
と
新
し
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学
び
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地
域
の
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設
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専
門
的
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教
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携
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民
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体
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N
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へ
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連
携
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決
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た
め
の
市
民
力

の
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成

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り

指
導
者
・
リ
ー

ダ
ー

の
養
成

よ
り
高
い
学
び
に
移
行
す
る
仕
組

み
づ
く
り

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
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営
事
業
へ
の
支
援
の
充
実

19 人権啓発
センター

多文化共生講演
会の実施に対す
る支援

一般

●外国人市民が安心して
日常生活を営み、地域の
一員として支え合う、誰
もが暮らしやすい多文化
共生社会の実現をめざ
す。

●市民の多文化共生意識の向上
をめざし、丹波市国際交流協会
が実施する多文化共生講演会に
ついて、補助金を交付し、支援
する。

●直近3か年では、Ｒ6年度204人、Ｒ5年度
154人、Ｒ4年度173人の参加者があり、参加
者の多文化共生意識の向上につながった。
●オープニングアトラクションや日本語スピーチ
大会への外国人住民の参加があり、外国人市民と
日本人市民の交流の機会となった。

●言語や文化、習慣などの違いから外国人市民と
の間に壁を感じている市民は少なくないことか
ら、さらに多文化共生意識を深める取組が必要と
なっている。
●広報紙や市ホームページなどで多文化共生に関
する情報発信を行うとともに、講演会や講座等を
実施する。

〇 〇

20 人権啓発
センター

春日日本語教室
の運営に対する
支援

外国人市民
一般

●外国人市民が安心して
日常生活を営み、地域の
一員として支え合う、誰
もが暮らしやすい多文化
共生社会の実現をめざ
す。

●丹波市国際交流協会が運営す
る春日日本語教室おける外国人
市民への学習支援や日本語学習
支援者の確保などについて、丹
波市国際交流協会に補助金を交
付し、支援する。

●春日日本語教室の運営を支援することにより、
外国人市民が日本語を学習できる機会を作ること
ができた。
●学習ニーズや支援者状況などにより生徒は増減
するが、Ｒ７年2月現在の生徒29人となってい
る。
※Ｒ5年度18人、Ｒ4年度１6人、Ｒ3年度13人

●日本語学習を必要としている外国人市民は多
く、さらに、様々な方法で学習機会を提供する取
組が必要である。また、日本語学習支援者が不足
していることから、日本語学習支援者を確保する
取組が必要である。
●新たな日本語教室設置などの拡充に向け、調
査・研究を行う。また、日本語学習支援者養成講
座を開催するなどし、日本語学習支援者の確保を
図る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

21 人権啓発
センター

人権出前講座 一般

●自治会の住民人権学習
を当センター職員が行う
ことにより、市民の人権
意識の向上を効果的に行
うことを目的とする。

●センター職員が講師として自
治会に赴き、講師として人権学
習会を開催することにより、自
治会の人権学習会を支援する。

●住民人権学習会に講師として自治会に出向き、
効果的な学習会の実施を支援することができた。
●Ｒ５年度より取り組みを開始し、Ｒ５年度は、
11回（性的マイノリティの人権）、Ｒ６年度
は、14回（同和問題（部落差別））実施し、市
民の人権問題への関心をより深める機会となっ
た。

●地域が主体的に住民人権学習会を開催するため
には、様々な学習手法や情報の提供を行う必要が
ある。
●引き続き、その年度に応じた人権課題の出前講
座を実施する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

22 人権啓発
センター

男女共同参画出
前講座

一般

●自治会などの学習会に
当センター職員が出向
き、説明や話を行うこと
により、市民の人権意識
の向上を効果的に行うこ
とを目的とする。

●当センター職員が講師として
自治会などに出向き、講師とし
て、男女共同参画の推進や固定
的な性別役割分担意識の解消に
向けた学習会やワークショップ
を開催することにより、自治会
などの学習会を支援する。

●Ｒ5年度より取り組みはじめ、自治会などから
の希望に応じた内容の講座を実施し、自治会など
の取組を支援することができた。
※Ｒ5年度8回、Ｒ6年度12回実施
●身近な地域で、男女共同参画の推進や固定的な
性別役割分担意識の解消に向けて考える機会と
なった。

●身近な所で学習する機会の提供や工夫をする必
要がある。
●引き続き、地域からの相談や学習内容に沿った
出前講座を企画し実施する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 市民活動
課

３市連携互近助
サミット

自治協議会
役員

●３市連携による地域づ
くり協議会の交流と市内
自治協議会における地域
づくり活動の推進を図
る。

●福知山市、朝来市、丹波市の
地域づくり協議会における地域
課題の解決を図る上で参考とな
る取り組み等についての研修会
等を開催する。

●3市の地域運営組織間の交流を図ることができ
た。
●3市それぞれの地域運営組織の活動について、
好事例の紹介や意見交換、情報共有を行い、各々
の地域運営組織での活動につながる機会となっ
た。

●地域運営組織の抱える課題や悩みに沿ったテー
マ設定を行う必要がある。
●事業内容のマンネリ化。グループワークの進行
等に工夫が必要である。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

24 市民活動
課

丹波市地域づく
り交付金

自治協議会

●概ね小学校区における
地域課題の解決を図り、
かつ、市民による主体的
な連携と交流の地域づく
りを推進する。

●自治協議会が実施する地域づ
くり事業に対し、交付金を交付
する。

●地域における必要な使途に充当されていること
から、自治協議会が地域の課題と現状を整理し、
住民同士の連携や交流の地域づくり等、課題解決
に向けて主体的に取り組むことができた。

●交付要件となっている地域のめざすべきビジョ
ンや活動内容等を記した「地域づくり計画」の存
在が希薄化している地域がある。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

25 市民活動
課

丹波市自治公民
館等施設整備事
業補助金

自治会

●自治公民館活動の活性
化を促進し、生涯学習や
地域づくりの振興を図
る。

●自治会が実施する自治公民館
等の改修等に係る経費を補助す
る。

●自治公民館活動の拠点として生涯学習や地域づ
くりの活動のみならず、災害時の一時避難場所と
して使用するため、建物の長寿命化に向けて本事
業が有効に活用されている。

●交付条件（大規模改修：100万円以上）に満
たない小規模の改修を望む自治会がある。

〇 〇

26 市民活動
課

丹波市辺地自治
公民館等施設整
備事業補助金

自治会

●自治公民館活動の活性
化を促進し、生涯学習の
振興を図る。

●自治会が実施する自治公民館
等の改修等に係る経費を補助す
る。

●自治公民館活動の拠点として生涯学習や地域づ
くりの活動のみならず、災害時の一時避難場所と
して使用するため、建物の長寿命化に向けて本事
業が活用されている。

●国の採択を受ける必要があるため計画から実施
までに時間を要する。

〇 〇

27 市民活動
課

丹波市地域づく
り活動拠点施設
整備事業補助金

自治協議会

●概ね旧小学校区におけ
る地域課題の解決を図
り、かつ、市民による主
体的な連携と交流の地域
づくりを推進する。

●自治協議会が実施する拠点施
設の改修等に係る経費を補助す
る。

●自治協議会が住民同士の連携や交流の場づくり
等の地域づくりを推進するための拠点として、建
物の長寿命化に向けて本事業が活用されている。

●市から譲渡された拠点施設が多く、なかには経
年劣化により施設の安全確保と維持管理が困難と
なっている。
●また昨今の物価高騰により、本補助金を活用し
ても自己資金が集まらず、改修に着手できない自
治協議会がある。

〇 〇

28 市民活動
課

丹波市活躍市民
によるまちづく
り事業応援補助
金

一般

●市民の提案による自発
的かつ自主的で公益的な
活動により、地域の活性
化や地域課題の解決を図
る。

●市民の提案による自発的かつ
自主的な公益的活動に対し、審
査を行い、補助金を交付する。
※2/3補助

●本補助金の活用を通じて、市民活動団体が主体
となった公益的な活動を支援することで、市民の
提案による新たな活動が広がっている。
●市民活動団体同士のつながりが生まれ、地域の
課題解決に向けてともに、活動している団体もあ
る。

●団体の運営資金確保のために申請しようとする
団体があるため、本補助金の主旨を丁寧に伝えて
いく必要がある。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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て
の

情
報
発
信

市
民
が
つ
く
る
学
び
の
機
会
の
提

供 多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の

機
会
の
提
供

身
近
な
学
び
の
場
づ
く
り

多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の

場
づ
く
り

学
び
の
環
境
の
利
便
性
の
向
上

(1)学びへの関
心を高める

(2)学びを
見つける

(3) 学びの場をつ
くる

(1) 学びで
つながる

(2) 学びを生かす

2.まなび力を育てよう 3.まなび里をつくろう

(3) 学びの力を高める
(1)学びで地域
の魅力を見つけ
る

(2)学びのまちをつくる
(3)学びからまちを活性
化する

地
域
で
子
ど
も
・
若
者
を
育
て
る

環
境
づ
く
り

地
域
の
魅
力
発
掘
と
新
し
い
学
び

の
創
出

地
域
の
学
習
施
設
の
利
用

専
門
的
な
教
育
機
関
と
の
連
携

市
民
活
動
団
体
や
N
P
O
へ
の
支

援 学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協

働 地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
市
民
力

の
醸
成

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り

指
導
者
・
リ
ー

ダ
ー

の
養
成

よ
り
高
い
学
び
に
移
行
す
る
仕
組

み
づ
く
り

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支

援 自
然
や
歴
史
、

伝
統
文
化
を
活
用

し
た
学
び
の
機
会
の
提
供

学
び
の
成
果
を
活
用
す
る
仕
組
み

づ
く
り

地
域
の
人
材
を
活
用
す
る
仕
組
み

づ
く
り

自
主
運
営
事
業
へ
の
支
援
の
充
実

29 市民活動
課

TAMBA地域
づくり大学

一般

●地域課題の解決につな
がる活動のために必要な
知識を学び、地域をプロ
デュースする力をつける
とともに、地域の中心的
な人材としての能力を身
につける。

●地域の活性化と地域力の向上
をめざし、実践力を伴った活躍
できる人材を育成する講座を開
催する。

●令和4年度から、市民プラザの指定管理業務に
人材育成業務を含めて委託したため、令和3年度
に廃止した。

●指定管理業務の中に人材育成業務を含めたた
め、市民プラザ（市民活動支援センター）の事業
の中で実施しており、今後、さらに参加者を増や
していく取組が必要である。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

30 市民活動
課

生涯学習・市民
活動団体情報発
信

一般

●市内外の生涯学習団体
や市民活動団体、自治協
議会の活動を紹介するこ
とで、新たに活動を始め
ようとする市民の増加を
めざす。

●生涯学習団体や市民団体、自
治協議会の情報を収集し、市民
プラザのホームページや情報誌
で発信する。

●市民プラザのホームページや情報誌、ラジオ等
での活動内容の発信や、大交流会での発表の場を
通じて、各団体の活動に関する情報を市民に向け
て発信することができた。

●新たに活動を始めようとする市民の増加をめざ
して、各団体の活動の情報発信をより豊かに、わ
かりやすく行うための工夫が必要である。

〇 〇 〇 〇

31 市民活動
課

防災出前講座 一般

●昨今の自然災害や気象
の特徴、地域の特性や平
成26年災害を機に従来か
らの地域課題等について
理解を深め、防災に対す
る知識を高める。

●災害の経験と教訓を継承する
とともに災害の記憶を風化させ
ないために幅広く市民・地域の
みなさんに災害時の状況や原
因、抱えている課題等を学ぶ機
会となる講座を実施する。

●復旧・復興の取組について発信していたが、令
和3年度をもって廃止した。

●市民安全課の、丹波市「心　つなぐ」防災の日
普及事業に、承継済。

〇 〇 〇

32 市民活動
課

地域高齢者学級
（丹波市生涯学
習振興補助金）

高齢者

●高齢期における生きが
いづくりのための生涯学
習活動の振興を促す。

●高齢期における生きがいづく
りのための生涯学習振興事業を
展開する団体に対して、その運
営等に要する経費の一部を交付
するとともに、施設使用料の半
額免除（高齢者団体）を行う。

●地域高齢者学級を対象に生涯学習振興補助金の
交付をはじめとして、広報たんば毎号に「地域高
齢者学級だより」の掲載や、高齢者学級連絡会の
事務局などの活動支援を継続して行っており、地
域高齢者学級の継続した活動が実施できた。

●各地域高齢者学級の活動状況についての情報共
有及び協議の場である「地域高齢者学級連絡会」
において、各地域高齢者学級の課題や、課題解決
に向けた情報を共有していく必要がある。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

33 市民活動
課

TAMBAシニ
アカレッジ

高齢者

●高齢者自らが主体的に
学ぶ力を育み、知識や経
験を地域活動に生かすこ
とができる市民を増や
す。

●生きいきと過ごすため、生活
必要課題の解決に向けた社会教
育講座を実施する。

●シニア世代の学びの場として継続した事業実施
ができている。
●令和５年からは受講生が自ら講座をつくる「希
望のカタチプログラム」を新設し、受講生の講座
参画が進みつつある。

●コロナ禍以降、受講生の人数が減少している。
市内におけるシニアカレッジ受講者の増加に向け
た広報を強化する必要がある。

〇 〇 〇

34 市民活動
課

ＴＡＭＢＡシニ
アカレッジラジ
オ教養講座

高齢者

●高齢者が、自宅に居な
がら学ぶことができる。

●たんばコミュニテイＦＭ805
を活用し、高齢期を豊かに生き
るための講座を放送する。

●令和２年度から実施しており、当初はコロナ禍
において家でも学ぶことができる仕組みとして講
座を実施していたが、現在は市内全域の幅広い高
齢者に向けて講座を実施できた。

●ラジオ媒体のため傍聴率を調査することが困難
ではあるが、より多くの市民に聞いてもらえるよ
う、情報発信や講座内容のブラッシュアップを図
ることが必要である。

〇 〇 〇

35 市民活動
課

丹波市子ども会
育成協議会

子ども会

●こどもが地域で安心・
安全に暮らし、一人ひと
りがたくましく健やかに
成長できるような魅力あ
る子ども会活動を支援す
る。

●単位子ども会への支援を行う
とともに、指導者育成、子ども
会安全共済会事業、こどもの手
による子ども会助成事業を実施
する。

●兵庫県子ども会連合会と連携しながら、市内に
おける単位子ども会の安全共済会加入事務などを
実施した。
●また、自主事業やオセロ大会など、毎年市内の
子どもたちが参加できるイベントを開催し、継続
した子ども会事業を実施した。

●現状、子ども会育成協議会の理事は紹介や手上
げなどにより組織されている。
●今後、継続した運営を考える中では、役員のな
り手をどのように見つけていくかが課題となって
いる。

〇 〇 〇 〇 〇

36 市民活動
課

丹波市社会教育
関係団体(子ど
も会)補助金

一般

●社会教育関係団体にお
ける社会教育の推進。

●社会教育の発展を図るため、
社会教育法第10条に基づく社
会教育関係団体に交付する補助
金。

●丹波市子ども会育成協議会等へ補助金を交付す
ることで、市内における単位子ども会への情報提
供や自主事業などを行うことができている。

●丹波市子ども会育成協議会では、役員の担い手
が少なく、少子化により単位子ども会が組織でき
ない地域もあることから、隣接する子ども会との
連携事業や自治協議会単位での活動、取組を支援
していく必要がある。

〇 〇 〇 〇

37 市民活動
課

丹波市二十歳の
つどい

新成人

●はたちを迎えられた門
出を祝し、この成人式を
契機に大人への自覚と大
人としての言動に責任を
持つとともに、社会的責
任を果たす心構えを培
い、豊かな人生を築き上
げることをねらいに開催
する。

●例年、成人の日の前日に開催
しており、市が主催する第一部
式典のほか、第二部では成人式
実行委員会企画イベントを実施
し、人材育成の視点にたって支
援している。

●令和４年度の民法改正による成年年齢の引き下
げに伴い、「成人式」から「二十歳のつどい」に
名称や事業目的を見直し、現状に応じた体制で運
営ができた。
●二十歳を迎える参加者を中心に、「二十歳のつ
どい実行委員会」を組織し、第２部アトラクショ
ンを中心に、参加者による企画運営ができた。

●今後、実行委員会の運営・伴走支援については
市内の団体等を活用していくことが必要である。

〇

38 市民活動
課

丹波青い鳥学級
視覚障がい

者

●視覚障がい者が、幅広
い教養や実用的な知識・
技能等を習得するととも
に共生の喜びを創造する
場を提供する。

●視覚障害がい者のための社会
教育事業として、県から委託を
受け実施しており、実行委員会
による運営。

●視覚障がいがある学級生に継続して社会参加で
きるよう、役員と連携し、講座を実施できた。コ
ロナ禍で縮小していた活動についても戻りつつあ
る。

●参加者が固定化しており、市内の新たな学級生
の参加を促す必要がある。

〇 〇 〇
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★は、総事業数のうち、１割に満たないことを表す。 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
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く
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№ 部署 事業名 対象者

多
様
な
学
び
の
活
動
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
推
進

1.まなび人を増やそう

事業の目標 事業の概要 事業の成果 事業の課題

学
び
に
出
会
い
参
加
す
る
き
っ

か

け
づ
く
り

学
び
の
機
会
や
団
体
に
つ
い
て
の

情
報
発
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く
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会
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提
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な
ニ
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応
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た
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び
の
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提
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学
び
の
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く
り
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な
ニ
ー
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に
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じ
た
学
び
の
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く
り

学
び
の
環
境
の
利
便
性
の
向
上

(1)学びへの関
心を高める

(2)学びを
見つける

(3) 学びの場をつ
くる

(1) 学びで
つながる

(2) 学びを生かす

2.まなび力を育てよう 3.まなび里をつくろう

(3) 学びの力を高める
(1)学びで地域
の魅力を見つけ
る

(2)学びのまちをつくる
(3)学びからまちを活性
化する

地
域
で
子
ど
も
・
若
者
を
育
て
る

環
境
づ
く
り

地
域
の
魅
力
発
掘
と
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し
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び
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出
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習
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Ｏ
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学
び
の
成
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活
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す
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み

づ
く
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地
域
の
人
材
を
活
用
す
る
仕
組
み

づ
く
り

自
主
運
営
事
業
へ
の
支
援
の
充
実

39 市民活動
課

丹波くすの木学
級

聴覚・言語
障がい者

●聴覚・言語障がい者
が、幅広い教養や実用的
な知識・技能等を習得す
るとともに共生の喜びを
創造する場を提供する。

●聴覚・言語障がい者のための
社会教育事業として、県から委
託を受け実施しており、運営委
員会による運営。

●聴覚障がい、言語障がいがある学級生に継続し
て社会参加できるよう、役員と連携し、講座を実
施できている。障がいの特性に合わせて講座の設
定を行った。

●参加者が固定化しており、市内の新たな学級生
の参加を促す必要がある。

〇 〇 〇

40 市民活動
課

自治公民館活動
補助金

一般

●自治公民館による生涯
学習活動の活性化によ
り、自治能力を高め、主
体的に課題解決ができる
組織づくりをめざすとと
もに地域コミュニティの
促進を図る。

●人権意識を高める学習活動事
業と、地域コミュニテイの形成
のための事業事業を行う自治公
民館に補助し、地域における生
涯学習活動を活性化させる。
※均等割40,000円＋戸数割
250円

●各自治公民館を対象に継続した活動の支援を
行った。新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、一部規模縮小して実施した自治公民館もあっ
たが、現在は全体の約85％の自治公民館が補助
金を活用し、事業を実施した。
●また、令和５年度からは「研修会・交流会」を
実施し、各自治公民館の担当者同士の横のつなが
りを支援した。

●本補助金を活用していない自治会の公民館活動
について、ヒアリングを行うなど、未申請のの理
由等、状況を把握する必要がある。
●他課で行っている市内の自治会や自治公民館へ
の補助事業などとの調整を行い、各自治会におい
て申請しやすくなるように、申請書類の統一等を
検討する必要がある。

〇 〇 〇 〇 〇

41 市民活動
課

住民センター管
理

一般

●住民センターを利用す
る市民を増やし、生涯学
習活動の推進を図る。

●各地域の生涯学習拠点施設と
して安全かつ適正に管理運営す
る。

●年末年始を除く359日、9時～22時まで開館
し、市民が生涯学習を行う場の提供ができた。
●施設の老朽化が進行しているため計画的な改修
を進める必要があり、令和7年度にはライフピア
いちじま、令和8年度には山南住民センターの改
修を実施することが決定し、より安全、安心な施
設管理を行うこととした。
●また、施設管理員連絡会を令和6年度より継続
的に開催することで、各施設が抱える課題の共
有・改善を行い市民サービス向上に繋げる体制を
構築できた。

●安心・安全に利用できる環境を維持するため、
引き続き老朽化した施設の計画的な改修を進めて
いく必要がある。
●施設間での利用者数に差がある、利用者が固定
化しているといった課題があるため、利用者の声
を拾い、より良い施設環境づくりを進めていく必
要がある。 〇 〇

42 市民活動
課

丹波布伝承館事
業

一般

●丹波布技術保存会の組
織体制の確立と、丹波布
の技術を後世に継承して
いく。

●丹波布の伝統文化の保存と後
継者の育成のための伝承教室を
開催。

●長期伝承教室による丹波布技術者は、令和5年
度末までに延べ13期84名を輩出した。丹波布の
技術を継承することができた。
●施設内で技術者団体の作品展の開催や、技術者
個人の展示会等の開催情報を伝承館に共有するな
ど、丹波布に関する情報発信施設として機能して
いる。

●丹波布の技術保存、文化財保護、施設運営、地
域活性等の観点から、それぞれの関係者が伝承館
を核とした事業実施や、観光施設として市内外へ
のPRを行い集客に努めていく必要がある。
●技術者の技能向上や活動支援の場所として、丹
波布伝承館を拠点とした事業展開が図れるよう、
行政、技術者、丹波布技術保存会の三者が連携を
強めるととに、技術者団体による施設運営が行え
るよう組織力を強化する必要がある。

〇 〇 〇

43 市民活動
課

市民活動支援セ
ンター運営

一般

●生涯学習活動や地域づ
くり活動などにおける、
市民が主体的に行う公益
的な活動を総合的に支援
する仕組みをつくり、拠
点を整備することによ
り、今後の取り組みを活
性化させることを目的と
する。

●市民の多様なニーズや複雑化
する地域課題の解決に向けた公
益的な活動を総合的に支援する
拠点として、下記3点を取り組
む。
１．知識循環型生涯学習推進の
拠点
２．市民活動連携の拠点
３．地域づくり事業支援の拠点

●市民が主体となったまちづくりを総合的に支援
する拠点として市民プラザを開設し、市民活動や
地域づくりに関する支援に取り組んでいる。
●指定管理制度を導入し、民間事業者のノウハウ
を活かした運営ができている。

●市民プラザの事業や、市内の市民活動、地域づ
くりに関する情報発信を行い、市民プラザの活動
に関わる人を増やすために、積極的な情報発信が
必要である。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

44 文化・ス
ポーツ課

小学校及び中学
校の学校開放事
業

市民

●学校施設の円滑な利用
を促進し、地域スポーツ
の推進を図り、有効活用
を図る。

●こどもの安全な遊び場の確保
及び少年少女スポーツや、地域
スポーツの推進を図るため、小
中学校の施設開放事業により有
効活用を図る。

●少年少女スポーツや、自治会、自治協、スポー
ツクラブ21など、校区内の地縁的団体のスポー
ツ振興と、健康増進につながった。

●学校行事等の共有が十分に図れていなかったた
め、情報共有が必要である。

〇 〇 〇

45 文化・ス
ポーツ課

スポーツ施設管
理事業

一般

●市民のスポーツレクリ
エーションの普及及び身
体の健全な発展を促進す
るため施設を設置・管理
を行う。

●対象施設は、大師の杜ホー
ル、氷上総合グラウンド、春日
総合運動公園、春日体育セン
ター、B&G体育館・武道場、
愛育館、スポーツピアいちじ
ま、市島市民グラウンド、三ッ
塚テニスコート

●新型コロナウイルス感染症の影響により、利用
者数が減少したが、現在は利用者数も回復するこ
とができている。
●年末年始以外の開館ができるよう、管理体制を
整えることができた。
●グリーンベル、プールの指定管理により、民間
ノウハウを取り入れた運営ができた。
●スポーツピアのスコアーボードや暗渠排水等の
改修を行い、利用しやすい環境を整えた。

●丹波市生涯学習施設整備方針【適正配置計画】
では、大師の杜ホール、氷上総合グラウンド、春
日体育センター、Ｂ＆Ｇ体育館、山南武道場、市
島市民グラウンドは、廃止対象施設となってお
り、今後の動向等も鑑みながら方向性を定めてい
くことが必要である。
●地域スポーツ活動の拠点となるスポーツ施設
も、老朽化が目立ちはじめるなか、市民がいつで
も安全安心に利用できるよう整備方針等に基づく
施設の統合・廃止・譲渡など適切な整理統合が必
要である。

〇 〇
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46 文化・ス
ポーツ課

細見綾子生家利
活用

一般

●細見綾子生家及び周辺
土地建物の保全管理
●見学者の受入対応及
●地元や団体を巻き込だ
多様な利活用

●27年度に寄附を受けた俳人
細見綾子生家について、生家の
趣を残しながら細見綾子氏等の
顕彰するスペースや展示創作活
動ができるスペースの整備を行
うとともに利活用を図る。

●生家並びに寄付金を活用し、細見綾子を顕彰す
るとともに、地域に関わる施設整備を行った。
●一般来館者のほか、丹波市俳句協会による地域
の小中学生を対象とした俳句教室の会場等に活用
することができた。
●文化の日の無料開放により、訪問者が増加につ
なげた。

●展示品の充実及び展示内容の定期的な更新が課
題である。
●丹波市俳句協会などの関連団体と連携し、綾子
生家を利用した催しを開催することにより、学び
の場を提供し、施設の利用促進や市内外へのPR
が必要である。

〇 〇 〇

47 文化・ス
ポーツ課

文化ホール管理 一般

●安全かつ使いやすい舞
台設備等が整った文化芸
術推進の拠点施設とし
て、市民の学習成果発表
の場づくりをめざす。

●丹波市立文化ホール（2ホー
ル）を市の文化芸術推進拠点施
設として管理運営する。

●適切な保守管理や予防修繕・備品や設備の更新
等を実施したことにより、利用者に安全かつ快適
に利用しやすい施設環境を維持し、市民が行う芸
術文化活動発表の場として提供することができ
た。

●老朽化が進んでいるため予防保全を基本とした
修繕・設備更新工事を行い、利用者が安全安心に
使用できる環境を維持していく必要がある。
●公共交通機関でのアクセスや駐車場の確保に課
題があるため、新ホールの建設も含めて、市民の
文化芸術活動の活性化に繋がる施策展開を図って
いく必要がある。

〇 〇

48 文化・ス
ポーツ課

文化ホール自主
事業

一般

●観客増員に向けて、ア
ンケート分析、運営委員
会の意見を踏まえ魅力あ
る事業や若い世代を対象
とした事業の取組を引き
続き展開する。
●芸術文化を鑑賞しよう
とする市民意識の向上の
ため、アウトリーチ活動
（ワークショップ等）を
展開した芸術環境づくり
をめざす。

●ホール事業に積極的に参画す
る機会（鑑賞、事業への参加、
オペレーター登録）をつくるこ
とで、舞台芸術に関心のある市
民層を増やし、舞台芸術に対す
る意識を高める。
●ホール事業を通じて、地域づ
くりを進める。
●小中学生に舞台芸術鑑賞の機
会を与えることで、情操や鑑賞
マナーを養う。

●大規模公演のほか、人気の高いクリスマスコン
サートや落語会などの自主事業を実施し、舞台芸
術の鑑賞意欲を高めることができた。
●令和6年度よりホール運営業務を委託したこと
により、柔軟かつ専門性の高いホール運営や質の
高い事業展開が行えている。

●令和6年度より民間事業者による運営を開始し
たが、市の施策や事業推進会議の意見を反映した
ホール事業となるよう、運営団体との連携を密に
行う必要がある。
●丹波市文化芸術推進基本計画に沿った「丹波市
ならでは」の事業展開ができるよう、ホール運営
団体との密な連携、ホール事業推進会議での情報
共有、アンケート分析などを通じて、今後も魅力
ある事業の実施を検討する必要がある。

〇 〇 〇

49 文化・ス
ポーツ課

オペレーター育
成講座

一般

●オペレーター会員増に
向けた講座の実施は、ゼ
ロフォーの協力を得て毎
年度実施し、魅力を感じ
る講座内容を開催する。
一般参加のバックステー
ジ（舞台裏）ツアーの定
期開催等、舞台裏を身近
に体験できる環境を整備
し、様々な方向から研究
することで、講座の充実
を図る。

●円滑な文化ホール運営を行う
ため、丹波市立文化ホールオペ
レータークラブZERO-Ⅳの更
なる組織拡充と人材育成を目指
して実施する。

●ボランティアの舞台オペレータースタッフの活
躍機会の創出のほか、ホール運営事業者によるス
タッフ向けの技術研修を開催し、スタッフのモチ
ベーションや技術向上を図った。
●H27（第5期）～R6（第15期）で養成講座を
開講し、延べ55名が受講者のうちオペレーター
クラブへは35名が入会し、ホール運営を担う人
材の育成につながった。

●人材育成事業については令和6年度よりホール
運営業務と併せて民間団体に委託を開始したが、
引き続き会員増に向けた講座を実施し、担い手を
確保していく必要がある。
●オペレーターには、さまざまな知識や経験が必
要となるが、幅広い年代の人が参加しやすい講座
となるよう、委託先とともに内容や広報の方法を
検討していく必要がある。

〇 〇 〇 〇

50 文化・ス
ポーツ課

芸術文化団体育
成事業

会員

●各文化協会の活性化へ
の取り組みを行うため
に、市文化協会役員会
（会長会）において、組
織の活性化と活動内容の
充実等について協議し、
芸術文化の振興と組織拡
充を図る。
●新たな組織づくりの検
討を行い、旧町単位の文
化協会が構成する現在の
組織体系を見直し、種目
別組織体系へ組み替える
等、丹波市文化協会が市
全体の芸術文化団体の窓
口として機能する組織へ
の位置付けを図る。
●オペレーター養成講座
により、丹波市立文化
ホールオペレータークラ
ブZERO-Ⅳの組織拡充を
図る。

●丹波市文化協会として各文化
協会の活動の振興発展を図るた
めに、総合文化祭の充実を図
る。
●民踊のつどいを実施し、丹波
市郷土民踊保存協会の活動の充
実を図る。
●丹波市立文化ホールオペレー
タークラブZERO-Ⅳ会員の育
成と拡充を図る。
●丹波市俳句協会の活動を支援
したんば青春俳句祭など俳句文
化に親しむ事業の活性化を図
る。
※上記団体への補助金交付と事
務局を担う。

●各団体について事務局を担い、各団体の主催事
業を支援することで、文化芸術活動の発展につな
げることができた。
（主な事業）
・総合文化祭（丹波市文化協会）
・丹波市民謡のつどい（丹波市郷土民踊保存会）
・田ステ女俳句ラリー（丹波市俳句協会）
・たんば青春俳句祭（丹波市俳句協会）
・文化ホール事業支援（丹波市立文化ホールオペ
レータークラブZERO-Ⅳ）

●文化協会、郷土民謡保存会、俳句協会について
は、ともに会員の高齢化・会員数の減少が問題と
なっており、若年層への活動の浸透やPRなどが
必要である。
●丹波市立文化ホールオペレータークラブ
ZERO-Ⅳについては、令和6年度より事務局運
営をホール運営事業者に委託し、養成講座ほか既
存会員向けの技術研修等を実施し、育成と技術向
上を行っており、今後は委託したことに対する成
果確認を行う必要がある。

〇 〇 〇 〇
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51 文化・ス
ポーツ課

アマチュアアー
ティスト育成支
援事業（A2事
業）

一般

●参加団体や舞台スタッ
フの広域的なネットワー
クづくりをめざすととも
に、一般参加の体験型
ワークショップ等を実施
することで、芸術環境づ
くりを進める。

●地域で活躍するアマチュア
アーティストとアマチュア舞台
スタッフがプロの手を借りずに
創りあげる市民参画型事業。

●アマチュア出演者とアマチュア舞台スタッフが
創りあげる市民参画型事業として実施し、文化芸
術活動に関わる人材育成を推進する丹波市「なら
では」の舞台芸術への推進をすることができた。

●令和6年度よりホール運営団体に委託して開催
しているが、市民参画型事業として「地域づくり
に結びつく芸術・文化活動の支援・人材育成」を
めざして今後も継続的に開催していく必要があ
る。 〇 〇

52 文化・ス
ポーツ課

丹波市文化協会
総合文化祭

一般

●文化協会の活性化の取
り組みを行うとともに、
芸術文化の振興と組織拡
充を図る。

●丹波市文化協会として各文化
協会の活動の振興発展を図るた
めに、総合文化祭を実施する。

●日頃の活動成果を発表しその活動を広く紹介す
るとともに文化協会相互の交流を深め、丹波市の
文化活動の発展に寄与することができた。
（令和2～３年度はコロナ禍により中止）

●芸術文化活動の担い手が高齢化し、若い世代の
組織加入等が減少している。会員数を増やすため
に、若年層による活動参加へのＰＲ及び組織体系
の見直し等の支援策が必要である。

〇 〇 〇

53 文化・ス
ポーツ課

丹波アートコン
ペティション
（丹波市民美術
展）

一般

●広く全国から創作意欲
あふれる独創的な作品を
募集・展示することによ
り、市民の文化芸術に対
する関心を深め文化活動
を促進し、心豊かなまち
づくりをめざす。

●市民が芸術活動に取り組むた
めの機会づくりと文化芸術の高
揚を図る。
(全国公募部門、平面、立体、
書、写真の4部門)

●平成28年度まで開催していた「丹波市民美術
展」を、令和元年度より全国公募の作品展として
「丹波アートコンペティション」として拡充開催
を行い、市内外の作家の交流や、作品レベルの向
上を通じ市の文化芸術活動の振興と発展に繋がっ
た。
　※出品実績/鑑賞者数＞（R1～R5)
延べ出品数　　1,298点（うち市内442点）
延べ鑑賞者数　6,243人
●若手芸術家の発掘のため、新人受賞者の作品展
を、植野記念美術館で開催し、創作意欲の向上に
つなげた。

●出品数が伸び悩んでいるため、出展料の支払い
方法の拡充など、より手軽に出品できる環境整備
が必要である。
●開催時期について、積雪の恐れがある現状の冬
季開催から春先に変更などを検討し、来館者増や
作品搬入出の課題解消に向けた取り組みを検討す
る必要がある。 〇 〇 〇

54 文化・ス
ポーツ課

文化芸術サロン 市民

●文化芸術に関わる人が
集い、交流を深めてい
く、あるいは身近な場所
で文化芸術に触れ、体験
できるといった場所「交
流の場＝サロン」を構築
し、身近で気軽に文化芸
術に親しめる機会を提供
することで、文化芸術の
活性化を推進していく。

●子育てアートサロン：芸術に
触れる機会が少ない子育て世代
を対象に「親子で楽しむふれあ
いコンサート」を開催。
●アートスパイス：丹波アート
コンペティションの関連事業と
して実施。丹波アートコンペ
ティション審査員を講師に「美
術講座」を開催。
●文化芸術体験講座「はじめの
一歩」：初心者やこどもたちを
対象に最初の一歩を踏み出して
もらえるような文化芸術講座を
実施。

●子育て学習センターと連携し子育てアートサロ
ンを開催し、子育て世代を対象とした親子で楽し
む機会を提供することができた。
●美術講座アートスパイスでは、アートコンペ
ティション審査員を講師とした質の高い美術講座
を開催し、市民の文化芸術活動への興味と活動意
欲の活性化につなげることができた。
●文化芸術体験講座「はじめの一歩」を開講し活
動を始める最初の一歩を支援することで、初心者
が気軽に文化芸術活動を体験できる機会を提供す
ることができた。
※令和4年度より新規事業

●丹波市文化芸術推進基本計画の基本目標である
「文化芸術の鑑賞・体験ができる機会の充実を図
る」に基づき、文化芸術を身近に感じ“最初の一
歩”を踏み出せるような内容を計画すると共に啓
発・周知を行い、市民が多様な分野での芸術鑑
賞・体験できる機会、講座を提供していく必要が
ある。

〇 〇 〇 〇

55 文化・ス
ポーツ課

丹波市スポーツ
推進委員会運営
事業

市民

●市民のスポーツ活動へ
の指導・助言を行うこと
により、誰もが無理なく
スポーツ活動による健康
増進を行い、市民のス
ポーツに関する知識や理
解を深めるための活動を
行う。

●スポーツ推進委員　25名(令
和6年4月現在)
●『スポーツ推進員派遣事業』
市民の求めに応じて、スポーツ
の実技の指導を行う。
PTA親子活動や自治会、自治協
などが実施するスポーツ行事に
協力する。
●『スポーツの普及』
クォーターテニス・モルックな
どの市民が親しみやすいニュー
スポーツの普及推進
日々の健康づくりに向けたラジ
オ体操講習会や体力測定会の開
催

●スポーツ推進委員においては、年間(10回）を
通じて自主研修を行い、資質向上に努めることが
できた。
●派遣によるスポーツの実技指導や助言、ニュー
スポーツの普及やスポーツを通じた市民同士の交
流のための自主事業の実施、スポーツに係る行
事・事業への協力、連絡調整が円滑に行えた。

●スポーツリーダー・指導者育成においては、こ
どもの心身や情操教育に配慮した適切な指導がで
きるなどスポーツに関する正しい知識を持って活
動をサポートする「わかりやすく、できるように
してくれる」指導者の育成・確保を図る必要があ
る。
●スポーツ推進委員の活動においては、市民への
実技指導やスポーツに関する指導及び助言などを
行い、市のスポーツ推進のコーディネーターとし
ての役割を明確にする必要がある。
●スポーツイベントや各スポーツ団体の活動に、
だれもが参加しやすく、より多くの人が参加して
みたいと思えるような環境を整えるため、各ス
ポーツ団体の活動を支援し、連携しながら、市民
が求める情報の提供を図る必要がある。

〇 〇 〇

56 文化・ス
ポーツ課

スポーツ協会 加盟団体

●アマチュアスポーツ・
少年少女スポーツの技術
力及び指導力の向上を目
的とする。

●市民スポーツ大会の開催
●心肺蘇生等各種講習会の開催
●スポーツ教室の開催、補助

●市のスポーツ団体の統括組織として、目的であ
る市民のスポーツ推進に寄与、市民の健康と体力
向上、スポーツを通じて市民相互の親睦について
図れた。
●令和６（2024）年６月28日に一般社団法人
丹波市スポーツ協会として新たなスタートをし
た。
●競技スポーツ部会、生涯スポーツ部会、地域部
会で構成され、それぞれの種目団体ごとの活動に
加えて、市民スポーツ大会、市民スポーツ教室の
開催、指導者向けに熱中症対策研修や救急救命講
習会等各種研修会を開催した。
●各種団体の活動状況や、スポーツ大会、スポー
ツ教室などの情報においても、スポーツ協会ホー
ムページで発信した。

●部活動の地域展開等の社会情勢を見据えつつ、
こどもの心身の発育・発達段階に応じた良識ある
指導を行うなど、スポーツ協会と連携し、適切な
指導を行うことができる有資格指導者を育成し、
資格取得促進のための助成を図る。
●地域スポーツに関わる団体と連携し、地域の
ニーズや課題に応じて、地域スポーツの担い手と
しての人材育成の充実にも取り組む必要がある。
●スポーツ協会主催の全市的行事である市民ス
ポーツ大会を開催し、市民へのスポーツ機会の提
供と取組を継続してスポーツ人口の拡大、地域ス
ポーツの発展に努める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇
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★は、総事業数のうち、１割に満たないことを表す。 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
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57 文化・ス
ポーツ課

市民スポーツ大
会

（一社）丹波市
スポーツ協会

市民

●丹波市のスポーツ人口
の拡大と社会体育の一層
の推進を目的に開催。

●【開催種目】
１軟式野球、２剣道、３柔道、
４陸上競技、５卓球、　６ﾊﾞﾚｰ
ﾎﾞｰﾙ、７ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、８ﾊﾞﾄﾞﾐﾝ
ﾄﾝ、9少年野球、10ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ、
11小学生ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、12ﾐﾆﾊﾞｽ
ｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、13ｿﾌﾄﾃﾆｽ、14ﾃﾆｽ、
15ｻｯｶｰ、16ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ、
17ﾌｧﾐﾘｰﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

●市民スポーツ大会開始式を開催し、団体同士の
一体感の醸成を図り、市民スポーツ大会の意義や
目的を発信することで、市民スポーツ大会の普及
啓発を行った。

●スポーツ協会主催の全市的行事である市民ス
ポーツ大会を開催し、市民へのスポーツ機会の提
供と取組を継続してスポーツ人口の拡大、地域ス
ポーツの発展に努める。
●今後も市民スポーツ大会の意義や目的を発信す
る場である開始式を継続して行い、市民スポーツ
大会についても普及啓発を図っていく必要があ
る。

〇 〇 〇 〇

58 文化・ス
ポーツ課

丹波市クォー
ターテニス大会

市民

●市民の健康増進を図る
ため、誰もが気軽に楽し
めるクォーターテニスの
普及推進を図る。

●スポーツ推進委員会主催の市
民を対象としたクォーターテニ
ス大会の開催。

●毎年クォーターテニス大会などニュースポーツ
の大会や教室を実施することで、ニュースポーツ
の普及やスポーツを通じての交流につながった。

●これまで開催してきたニュースポーツの教室や
交流大会等を引き続き実施するが、今後は、囲碁
ボールやモルックなどだれもが楽しめるニュース
ポーツや、ボッチャなどのパラスポーツなどの新
しいスポーツを多くの市民に認識してもらう必要
がある。

〇 〇

59 文化・ス
ポーツ課

丹波市ラジオ体
操
指導者講習会・
巡回指導

市民

●市民の健康増進を図
り、市の掲げる、健康寿
命日本一に寄与する。

●スポーツ推進委員会と共催の
ラジオ体操講習会を開催し、市
民の健康づくりの意識高揚につ
なげる。
【対象】
スポーツ推進委員、スポーツ指
導者(体育協会、少年少女ス
ポーツ、ＳＣ21、小中学校職
員、体育振興会 ほか）

●だれもが気軽に参画できる「ラジオ体操講習
会」を毎年実施することで、市民の健康的な生活
習慣づくりの一助を担うことができた。
●令和４年８月20日には、丹波の森公苑芝生広
場において、2022夏季巡回ラジオ体操・みんな
の体操会を開催した。

●ラジオ体操講習会においては、引き続き実施す
るとともに、保健・医療・福祉機関と連携して、
健康・体力づくりのために、生活習慣の見直しを
図るほか、「囲碁ボールやグラウンドゴルフ、百
歳体操」など高齢者においても気軽に楽しむこと
のできるスポーツの推進に取り組む必要がある。 〇 〇

60 文化・ス
ポーツ課

心肺蘇生講習会 ｽﾎﾟｰﾂ指導者

●各スポーツ関係団体に
受講を義務つけるように
指導を行なっている。

●スポーツ協会加入団体のス
ポーツ指導者や審判員を対象と
した心肺蘇生法講習会の開催す
る。

●スポーツ協会主催で救命講習会などの研修会を
毎年指導者、保護者に対して行うことで、だれも
が安全安心にスポーツができるように、試合や練
習時における緊急対応の強化を図れた。

●スポーツ指導者の育成支援に向けては、各種団
体の状況を把握したうえで実態に応じた研修会の
実施等が必要である。
●地域スポーツに関わる団体と連携しながら地域
のニーズや課題に応じて地域スポーツの担い手と
なる人材の育成・充実に取り組んでいくことも必
要である。

〇 〇

61 文化・ス
ポーツ課

丹波市ふれあい
スポーツの集い

市民

●障がいのある人もない
人もスポーツを通じて、
交流を深め明るく豊かで
生きがいのある生活を営
むことを目的とする。

●毎年障がい者スポーツの集い
を開催し、障がいのあるなしに
関わらず、スポーツによる市民
の交流を図る。

●障がいの有無や年齢にかかわらず、だれもが楽
しむことができるスポーツイベントとして、10
月にふれあいスポーツの集いを開催した。
●障がい者スポーツ推進委員をはじめ、スポーツ
推進委員、ボランティア協会、民生委員、ひょう
ごパラスポーツ指導者協議会丹波地域委員の協力
のもと、障がいのある人へのスポーツ機会の拡大
につながった。

●障がいの種類にかかわらずスポーツに参加でき
る機会の拡大、スポーツイベントや大会における
種目の拡大を図る必要がある。
●パラスポーツ等ユニバーサルスポーツの体験を
通じて障がいのある人もない人も、年齢の差異に
かかわらずだれもが参加し楽しむことができるよ
う進める必要がある。
●障がいのある人もない人もともに活動し、楽し
めるスポーツの推進への機運を高め、ユニバーサ
ルスポーツが地域に浸透するよう進める必要があ
る。

〇 〇

62 文化・ス
ポーツ課

丹波市三ツ塚マ
ラソン大会

一般

●マラソンを通じて市民
の健康増進並びに地域の
活性化に寄与する。

●マラソン大会の実施。
　10km・５km・３km・ジョ
ギング（３km）
　【市と実行委員会が主催】

●三ッ塚マラソン大会の開催にあわせ、観光資源
のＰＲを行い、交流人口の増加、地域活性化を図
ることができた。
●令和６年でファイナル大会となり、実行委員会
は解散となった。

－ 〇 〇

63 文化・ス
ポーツ課

全国高等学校女
子
硬式野球選手権
大会

連盟加盟高
校

●丹波市における女子ス
ポーツの推進並びに地域
の活性化に寄与する。

●全国の高等学校女子硬式野球
部における全国大会。
　【市と連盟が主催】

●全国高等学校女子硬式野球選手権大会を平成９
（1997）年から毎年開催し、第１回の５校から
令和６年の第28回では61校に参加チームを増加
させることができ、女子野球の普及に寄与するこ
とができた。
●全国からたくさんの大会関係者が来丹され、会
場を楽しみ、市内回遊や再訪の機会をつくった。

●スポーツに関する新たな市の魅力をつくり出す
ため、女子高校野球の聖地として認知されている
状況を活用しながら、観光の活性化を図るスポー
ツツーリズムを推進していいく取り組みが必要で
ある。 〇 〇 〇

64 文化・ス
ポーツ課

兵庫・丹波もみ
じの里
ハーフマラソン
大会

一般

●マラソンを通じて市民
の健康増進並びに地域の
活性化に寄与する。

●マラソン大会の実施
　ハーフ・５km・ジョギング
（2.6km）
　【市と実行委員会が主催】

●気軽に参加できるスポーツであるマラソン大会
を実施していたが、新型コロナウイルス感染症の
影響や、スタッフ不足による大会運営の困難な状
況により、令和２年以降中止となった。

●マラソン大会を通じて、観光資源のＰＲや交流
人口の増加により、地域活性化につなげる必要が
あるが、マラソン大会の在り方を含め検討してい
く必要がある。

〇 〇 〇
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65 文化・ス
ポーツ課

ちーたん駅伝大
会

市民

●多世代の市民が駅伝を
通じて健康づくりや競技
力向上並びに参加者の親
睦を図ることを目的に開
催。

●駅伝大会を実施
①一般男子、②一般女子、③一
般男女混合、④中学男子、⑤中
学女子、⑥マスターズ（40才
以上）⑦小学生男子、⑧小学生
女子、⑨小学生男女混合、⑩
ファミリー
【実行委員会が主催】
　市は、後援事業

●「ちーたん駅伝大会」の運営支援を行うこと
で、こどもから大人までが一緒にスポーツを楽し
むことができる機会の提供と健康づくりができ
た。

●こどもから大人までが一緒にスポーツを楽しむ
ことができる機会の一つとしても捉え、そのよう
な目的でのスポーツの機会を提供していくため、
継続して実施が必要である。

〇 〇 〇

66 文化・ス
ポーツ課

スポーツクラブ
21ひょうご
丹波市連絡協議
会運営事業

丹波市連絡協議
会
「各種丹波市交
流大会」

SC21
会員

●会員制による小学校校
区ごとのスポーツクラブ
の交流と市民の健康づく
り
●各クラブ間の交流と会
員の健康づくりを目的に
開催。

●丹波市交流大会の開催
●丹波市（県）交流大会の参加
　①ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ大会
　②ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会
　③囲碁ﾎﾞｰﾙ大会

●市内のスポーツクラブ21においては、協議会
交流事業を通じて、クラブ間の交流を図り、活動
の充実に努めることができた。
●スポーツクラブ21の代表者が、県主催の研修
会に参加することで、情報交換を行い、地域の活
性化につながった。

●地域スポーツを担うスポーツクラブ21につい
て、設立当初は校区ごとに設置され、活動してい
たが、会員数の減少などにより休止のクラブが生
じ、地域単位での活動に温度差が生じている。
●スポーツを通じてだれもが生涯にわたり健康で
豊かな生活を送ることができるように、スポーツ
組織のあり方を再検討し、地域スポーツの活性
化、ライフステージに応じたスポーツをする機会
の充実に取り組む必要がある。

〇 〇 〇 〇

67 文化・ス
ポーツ課

丹波市俳句協会 一般

●丹波市の生んだ著名俳
人を顕彰するとともに、
青少年への俳句文化の振
興と俳句文化の定着、ま
た俳句を通じた言葉の交
流を図る。

●著名俳人の顕彰と俳句事業の
開催。
●青少年への俳句文化の醸成を
目的とした出張俳句教室を行
う。
・田ステ女俳句ラリー（5月）
・たんば青春俳句祭（11月）
・出張俳句教室（市内小～高
校）
・協会主催俳句募集（２月）

●丹波市俳句協会主催による下記事業を実施し、
丹波市の俳句文化の振興に寄与することができ
た。
（主な事業）
・田ステ女俳句ラリー（5月）
・たんば青春俳句祭（11月）
・出張俳句教室（市内小中高校で実施）
・協会主催俳句募集（２月）
●令和5年度より協会会員研修を実施し、会員の
技術向上や他市の俳句協会との交流を推進するこ
とができた。

●会員の自主運営を促すため、より多くの会員が
協会の運営に携わり、俳句協会の運営を継続でき
るように支援する必要がある。

〇 〇 〇 〇 〇

68 財政課
簡単でわかりや
すい丹波市の財
政講座

一般

●市民生活に身近なサー
ビスを提供する市の財政
状況をわかりやすく伝え
る資料を作成し、公表す
る。

●自治会や各種団体等を対象に
職員による出前講座を実施す
る。
資料による説明
・丹波市の収入と支出
・財政の健康診断（財政指標）
・近隣市との比較
・丹波市の今までとこれから

●実績がなく、成果なし。 ●「目標」に示す公表は行っているが、近年では
出前講座の実績がない。今後は自治会や団体等か
らの依頼や要請を受ける“待ち受け型”のほか、
学校や事業所などを含めて積極的に伝える、説明
する機会設定の検討、工夫が必要。 〇 〇

69 市民安全
課

消費者協議会活
動

障がい者

●健全で安心な消費生活
を推進する。

●消費者活動の自主学習。
●消費生活に関する調査・研究
及び啓発。

●事業計画に基づき、理事を中心に研修等を実施
した。

●地区での啓発は実施できたが、市民全体へ発信
する啓発ができなかった。
●消費者協議会会則に則り、109名の会員のみ
ならず、市民を巻き込んだ積極的な活動に広げて
いく必要がある。

〇 〇 〇 〇

70 市民安全
課

交通安全教室 PTA

●地域の交通安全を推進
する。

●小学校の自転車教室をはじ
め、交通安全教室を、市が委嘱
した交通指導員により実施す
る。
●丹波警察署の警察官に派遣依
頼を行い、企業や自治会、高齢
者を対象に交通安全教室を行
う。

●小学校の交通安全教室及び自転車教室を学校と
市が委嘱した交通指導員により実施し、企業につ
いては警察署に依頼し実施した。
※認定こども園、小中学校および企業等の実績
Ｒ4　　59ヵ所・延べ5,793人
Ｒ5　　54ヵ所・延べ4,782人
Ｒ6　　62ヵ所・延べ5,083人

●こどもの交通安全の強化を目的とした交通安全
教室（自転車教室を含む）を交通指導員と警察官
により実施できた。
●小学校の交通安全教室では、交通指導員による
指導が効果あるものとするため、小学校に事前の
十分な協議をお願いする必要がある。

〇 〇 〇 〇

71 市民安全
課

ひょうご防災
リーダーの養成

一般

●地域防災力を高めるた
めに、地域防災の担い手
となり得る自主防災組織
等のリーダーを育成す
る。

●突発的な自然災害等に備える
ため、自主防災組織等の地域コ
ミュニティが主体となって取り
組むことができる実戦的なプロ
グラムの提供（地区防災計画づ
くり、避難所運営訓練等）

●令和６年10月に丹波市防災会に所属する防災
士や防災リーダー向け研修会を開催。
（避難所運営ゲーム”HUG”）

●丹波市防災会会員の研修を継続して、会員の防
災訓練等の指導力向上をめざすとともに、地域の
防災訓練などを通じて、一般市民の防災リーダー
養成講座への受講を促進し、地域防災の担い手の
育成を図る必要がある。

〇 〇 〇

72 市民安全
課

自主防災訓練指
導

自治会

●自主防災組織等による
自助・共助に基づく地域
防災力の向上を図る。

●自主防災組織等が自主的に実
施する防災訓練（避難訓練、避
難所運営訓練、ハザード確認
等）に対して指導、助言を行
う。

●自主防災組織の訓練、研修会数
※57件、延べ参加者3,642人
（令和６年12月末時点）

●自主防災組織の訓練は一定数実施されているも
のの、毎年同じ自主防災組織の実施が多く、新規
で訓練・研修する団体が少ない。
●今後は新規で訓練や研修に取り組む自主防災組
織を増やすため、全ての自治会に対し、防災訓
練・研修に関するチラシを配布するなど普及啓発
に努める。

〇 〇

9



★は、総事業数のうち、１割に満たないことを表す。 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

「第１期丹波市生涯学習基本計画」に基づく
生涯学習関連事業「評価・検証シート」 ① ② ① ② ① ② ③ ① ② ① ② ③ ① ② ③ ④ ① ② ① ② ③ ④ ① ② ③

　　　 令和７年4月24日調整

学
び
の
相
談
支
援
・
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機
能
の
整
備

学
び
の
成
果
を
評
価
す
る
仕
組
み

づ
く
り

№ 部署 事業名 対象者

多
様
な
学
び
の
活
動
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
推
進

1.まなび人を増やそう

事業の目標 事業の概要 事業の成果 事業の課題

学
び
に
出
会
い
参
加
す
る
き
っ

か

け
づ
く
り

学
び
の
機
会
や
団
体
に
つ
い
て
の

情
報
発
信

市
民
が
つ
く
る
学
び
の
機
会
の
提

供 多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の

機
会
の
提
供

身
近
な
学
び
の
場
づ
く
り

多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の

場
づ
く
り

学
び
の
環
境
の
利
便
性
の
向
上

(1)学びへの関
心を高める

(2)学びを
見つける

(3) 学びの場をつ
くる

(1) 学びで
つながる

(2) 学びを生かす

2.まなび力を育てよう 3.まなび里をつくろう

(3) 学びの力を高める
(1)学びで地域
の魅力を見つけ
る

(2)学びのまちをつくる
(3)学びからまちを活性
化する

地
域
で
子
ど
も
・
若
者
を
育
て
る

環
境
づ
く
り

地
域
の
魅
力
発
掘
と
新
し
い
学
び

の
創
出

地
域
の
学
習
施
設
の
利
用

専
門
的
な
教
育
機
関
と
の
連
携

市
民
活
動
団
体
や
N
P
O
へ
の
支

援 学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協

働 地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
市
民
力

の
醸
成

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り

指
導
者
・
リ
ー

ダ
ー

の
養
成

よ
り
高
い
学
び
に
移
行
す
る
仕
組

み
づ
く
り

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支

援 自
然
や
歴
史
、

伝
統
文
化
を
活
用

し
た
学
び
の
機
会
の
提
供

学
び
の
成
果
を
活
用
す
る
仕
組
み

づ
く
り

地
域
の
人
材
を
活
用
す
る
仕
組
み

づ
く
り

自
主
運
営
事
業
へ
の
支
援
の
充
実

73 市民安全
課

災害時要援護者
避難支援体制の
構築

要援護者

●地域で安心して生活で
きる共助体制を確立す
る。（地域防災力の向
上）

●災害時の避難に関して何らか
の不安がある市民に対し、地域
で避難支援を行う体制を構築す
る。

●令和６年5月　人工呼吸器装着児童の避難訓練
を実施。（参加者：本人、家族、丹波健康福祉事
務所、丹波市災害体制青垣支部、関係課職員）

●今後も継続して、福祉専門職等からの情報によ
り個別避難計画の作成が必要な方の計画を作成す
るとともに、一般市民を巻き込んだ支援体制を構
築していく必要がある。

〇 〇

74 市民安全
課

自主防災組織育
成助成事業

自治会

●自主防災組織の育成を
図るため、自主防災組織
が実施する災害に対する
被害防止及び軽減活動に
直接資する経費に関し助
成。

●助成対象となる資機材
補助率８割　上限４万円
・生活用品
・救出・救助用品
・避難所運営用品
・倉庫、保管庫
・その他資機材
補助率６割　上限４万円
・炊き出し訓練材料費
・防災学習に係る費用
・防災リーダー講座受講経費
各対象事業を通じて４万円を限
度

●令和６年度53組織、1,695千円の事業利用。
（令和6年12月末時点）

●令和６年度の申請実績は、例年よりも申請件数
が多く、自主防災組織の防災意識が高まってきて
いるものと考えられる。引き続き助成を行い、自
主防災組織の育成に努める。

〇 〇 〇

75 市民安全
課

自治協議会防災
資機材整備事業

自治協議会

●自治協議会が自然災害
等に備えて避難所の開設
及び運営に必要な防災資
機材を整備するために必
要な経費を補助

●補助対象となる資機材
自治協議会が管理する地区拠点
施設（コミュニティセンター
等）や地区内の避難所等を開
設、運営するために必要な資機
材
※補助対象事業費の8/10
上限10万円

●平成30年度から実施し、一定数の自治協議会
で避難所用の防災資機材が導入されたことから令
和４年度で事業を完了した。

ー 〇 〇 〇

76 市民安全
課

丹波市「心　つ
なぐ」防災の日
普及事業

一般

●丹波市豪雨災害の記憶
を風化させることなく、
経験と教訓を後世に継承
し、市民一人ひとりが防
災意識を高めることによ
り、自助とそれを補う共
助、公助が連携する安全
で安心な地域社会づくり
を推進する。

●丹波市豪雨災害の経験と教訓
を継承するとともに、安全で安
心な地域社会づくりに期する日
として、８月16日を丹波市
「心　つなぐ」防災の日（とす
る。
●防災行政無線等を活用した
「心　つなぐ」防災の日の市民
周知
●ワークショップ「親子でつく
ろう！」わが家の避難計画の実
施

●8月16日に防災授業に取り組んだ竹山小学校
４年生児童から防災行政無線での啓発放送を実
施。
●竹山小学校、三輪小学校、黒井小学校の防災授
業でマイ避難計画の作成の出前授業を実施。
●10月27日に全市民を対象に防災・減災事例発
表講演会を実施。

●「心　つなぐ」防災の日にちなんだ防災・減災
に関する啓発活動を続けていることで、少しずつ
市民の防災・減災意識が高まり、マイ避難計画を
考える機会が増えてきた。
●特にこどもから親にマイ避難計画について話を
したり、相談することで広まりを見せている。
●今後も引き続き、市内の防災教育研修指定校と
連携し、学年に応じてマイ避難計画作成の防災出
前授業を実施する。

〇 〇 〇 〇

77 市民安全
課

知って得する
マイナンバー
カードの基本と
使い方講座

一般

●マイナンバーカードに
関する基礎講座の実施
と、マイナンバーカード
の普及促進と利用促進を
図る。

●マイナンバーカードの基礎、
申請方法や主な利用方法、マイ
ナ保険証について学ぶ。

●２自治会から講座の開催依頼があり、マイナン
バーカードの使い方について知識の習得につな
がった。

●マイナンバーカードに関する学習の機会の創出
が必要であるが、出前講座自体が認知されていな
いことから開催依頼が増加していないため、更な
る出前講座の周知を図る必要がある。 〇 〇 〇

78 環境課
丹波市クリーン
センター見学会

一般

●丹波市クリーンセン
ターでごみ処理施設や選
別作業を見学すること
で、ごみ処理や分別、リ
サイクル等のごみの減量
化に対する意識向上を図
る。

●ごみ処理やリサイクルの流れ
の講義を受けた後、丹波市ク
リーンセンターの見学通路を利
用した施設や選別作業の見学を
する。

●市民の環境学習の場として施設を運営すること
ができた。
●手選別の作業を実際に見ることで、ごみ分別の
重要性を考える機会を提供できた。

●新たな参加者獲得のための周知方法を検討する
必要がある。
●平日に開催しているため、参加できる市民が限
定的である。

○ 〇 ○ ○

79 環境課
ごみ分別出前講
座

一般
自治会

●自治会などへ職員が出
向きごみ分別方法や処理
内容を説明することで、
市民のごみ分別・減量意
識の向上を図る。

●自治会や団体へ出向き、ごみ
の分別説明等を行う。

●参加者にリサイクルやごみの減量について学ぶ
機会を提供できた。
●地域の団体と連携して、参加者に環境学習の場
を提供できた。

●依頼が少ないため、講座の周知方法を検討する
必要がある。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 環境課
リサイクル体験
教室

一般
小中学生

●丹波市クリーンセン
ターでリサイクル体験教
室を行うことにより、リ
サイクルやごみの減量に
対する意識を向上させ
る。

●紙すきやサンドブラスト、ガ
ラスフュージング、とんぼ玉、
エコキャンドルなどのリサイク
ル教室を開催。夏休み期間中は
小中学生を対象とした教室を実
施する。

●参加者にリサイクルやごみの減量について学ぶ
機会が、提供できた。
●市民の環境学習の場として施設を運営すること
ができた。

●新たな参加者獲得のための周知方法を検討する
必要がある。
●平日に開催しているため、参加できる市民が限
定的である。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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進

1.まなび人を増やそう

事業の目標 事業の概要 事業の成果 事業の課題

学
び
に
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会
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す
る
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っ
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の
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情
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く
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び
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く
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場
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向
上

(1)学びへの関
心を高める

(2)学びを
見つける

(3) 学びの場をつ
くる

(1) 学びで
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(2) 学びを生かす

2.まなび力を育てよう 3.まなび里をつくろう

(3) 学びの力を高める
(1)学びで地域
の魅力を見つけ
る

(2)学びのまちをつくる
(3)学びからまちを活性
化する
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で
子
ど
も
・
若
者
を
育
て
る

環
境
づ
く
り

地
域
の
魅
力
発
掘
と
新
し
い
学
び

の
創
出

地
域
の
学
習
施
設
の
利
用

専
門
的
な
教
育
機
関
と
の
連
携
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連
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営
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の
支
援
の
充
実

81 環境課
エコクッキング
教室

一般

●丹波市クリーンセン
ターでクッキング教室を
行うことにより、身近な
食生活の各場面におい
て、環境に配慮した生活
に取り組めむことができ
る市民を増やす。

●調理だけでなく、「買い物→
調理→食事→片づけ」というサ
イクルの各場面でできる環境に
配慮した工夫を実習する。

●参加者にごみ分別だけでない食生活の各場面で
環境に配慮した生活を体験できる機会を提供でき
た。
●市民の環境学習の場として施設を運営すること
ができた。

●新たな参加者獲得のための周知方法を検討する
必要がある。
●平日に開催しているため、参加できる市民が限
定的である。

○ ○

82 環境課
地球温暖化対策
事業

一般

●2050年度の二酸化炭素
排出量実質ゼロの実現に
向けて、脱炭素の普及啓
発活動をとおして、省エ
ネルギーや再生可能エネ
ルギーの利用促進や省エ
ネルギーの推進を図る。

●市民や事業者に向けた研修会
の開催、家庭の省エネ診断の推
進、学校での活動説明、温暖化
対策の講演会などを実施する。

●啓発活動をとおして、地球温暖化対策や脱炭素
というテーマに触れ、参加された市民、事業者の
方の考えるきっかけづくりができた。

●地球温暖化対策や脱炭素の取組を自分ごととし
て捉え、身近なところで脱炭素行動がとれるよう
に促していくことが大切だが、身近に感じられる
ようにする工夫が難しい。
●こどもから高齢者の方まで、すべての方に関係
していることだが、伝え方、取り組める行動など
が世代によって異なり、アプローチが難しい。

〇 ○

83 健康課 出前健康教室 市民

●健康づくりに必要な知
識の普及啓発と、自らの
健康は自ら守るという意
識の醸成に加え、具体的
で取り組みやすい健康的
な生活習慣の実践を推奨
し、健康寿命の延伸をめ
ざす。

●健康たんば21計画に基づ
き、自治振興会（協議会）、自
治会、各種団体等を対象に健康
教室を実施する。

●受講者への事後アンケートでは、「新たな知識
を得た」、「健康づくりを実践する意欲を持っ
た」という参加者がほとんどであった。

●コロナ禍を経て集団での教室開催申込が減少し
ている。
●集団での健康教室に加え、広報やHP、SNS等
による啓発が必要。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

84 健康課
ぐっすり・すや
すや運動

市民

●個人・家族・地域全体
が「睡眠」という身近な
日常行動が健康づくりに
大いに関係していること
を知るとともに、睡眠の
大切さを見直し、健康づ
くりに取り組むことで健
康寿命日本一をめざす。

●健康診査における保健指導、
出前健康教室や健康相談、小学
生やその保護者への睡眠授業や
こども園、子育て学習センター
での睡眠講座等で睡眠に関する
正しい情報の啓発や睡眠相談を
実施する。

●乳幼児期・学童期については、小学校やこども
園、子育て学習センターから睡眠を含めた生活リ
ズムを整えることについての睡眠学習の要請があ
り、幼児や児童、その保護者へ睡眠授業や睡眠講
座を実施した。また、こどもを通じて家庭で睡眠
について考える機会になるよう実施した。
●各種健康教室、健康診査における機会を利用
し、睡眠の大切さを伝えた。
●自殺対策として睡眠とこころの健康について継
続して講演会を実施し啓発した。

●働き盛りの世代への啓発が難しい。
●自殺率が高い状態が続いており、こころの健康
の切り口として睡眠の必要性やこころの健康との
関連について周知啓発する必要がある。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

85 健康課 食育推進事業 市民

●食育に関する正しい知
識の普及啓発で食育への
関心を高め、自ら望まし
い食育活動を実践する市
民の増加をめざす。

●丹波市食育推進計画に基づ
き、関係機関・団体と連携し、
食に関する体験活動の機会を
作ったり、食の情報発信を行い
ます。

●小中高校と途切れない食体験の場が設定でき
た。
●食育活動を行ういずみ会と連携し、食育を展開
できた。

●食育推進計画における評価では、成人（一般市
民）において前回より食育に関心のある人の割合
が減った。また「食育」をこどものための教育と
捉えている人もある。
●各世代に応じた望ましい食情報を届けることが
必要。

〇 〇

86 社会福祉
課

老人クラブ運営
費補助金 高齢者

●地域に居住する高齢者
が、互いに助け合い、生
きがいを持ちながら健康
で安らかな生活を営むこ
とができる地域社会を形
成する。

●老人クラブ等が実施する生き
がいづくり、健康づくり、見守
り活動、ボランティア活動、
サークル活動及び学習活動等に
要する経費の一部を補助する。
〔対象〕
・老人クラブ連合会（市組織）
・単位老人クラブ（市組織加盟
クラブ／自治会等単位）
・地域老人クラブ（市組織未加
盟団体／自治会等単位）

●高齢者の生きがいや健康づくりを推進するた
め、地域の老人サークルに対し、市老連や市社会
福祉協議会（市老連事務局）とも連携して老人ク
ラブ活動への移行と市老連への新規加盟の働きか
けを進めた。しかしながら、市老連加盟クラブ数
は減少の一途を辿り、その大半は解散等されず、
地域内で引き続き小人数組織で運営されているの
が実態である。
●加齢に伴う補助申請手続き等の煩わしさから団
体への加入や役員を敬遠される傾向もあるため、
手続きの簡素化にも努めた。

●老人クラブ等への支援は、社会福祉協議会（市
老連事務局）とともに今後も継続して実施してい
くことが必要であると考えており、地域における
互助的役割を担う地域の老人組織が、今後も継続
して活発に活動できるよう、適度な事務支援が行
えるしくみの検討も必要である。

〇 〇 〇 〇

87 介護保険
課

いきいき百歳体
操

高齢者

●高齢者人口の10％のい
きいき百歳体操実践者を
めざす。
令和２年度：開始団体・
新規開始団体を併せて
130団体の継続実施

●先進事例で筋力アップの効果
が示されている「いきいき百歳
体操」を推進する。住民主体と
した地域づくりとして実施し、
住民自らが運営し効果を実感し
やる気を高め継続できるように
支援をしながら推進する。
●いきいき百体操を最低週１回
３ヶ月間、以後継続することで
筋力アップを図り運動機能を向
上させ、フレイル（虚弱）状態
になるのを防ぐ。対象は主に自
治振興会、自治会、老人会等の
高齢者の団体、サークル。

●経年実績累計（65歳以上参加率）
27年度　14団体　  　364人　1.6％
28年度　47団体　 　 766人　3.6％
29年度　84団体　  1,223人　5.7％
30年度　116団体　1,733人　8.1％
R元年度　150団体　2,028人　9.4％
R2年度　161団体　 2167人　9.98％
R3年度　169団体　2,089人　9.6％
R4年度　173団体　2,005人　9.3％
R5年度　189団体　2,244人　10.4％
※12月定点調査の実績

●新規設置団体数は頭打ち感はあるが、いきいき
百歳体操の効果を自治会長や民生委員児童委員に
周知・啓発し、新規団体は着実に増加している。
しかし、団体からは新しい参加者が増えない等課
題も聞いており、既存団体への支援も必要であ
る。

〇 〇 〇 〇
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88 介護保険
課

介護予防出前講
座

高齢者

●一般高齢者及び地域住
民、支援者に対して介護
予防の知識の普及と実践
に向けた啓発をおこな
う。
●また、いきいき百歳体
操が身近な地域で開催さ
れるように体験講座を通
じて推進をしていく。

●講座は３つのテーマ及びその
他から内容を選び、実施団体へ
講師を派遣して行う。
テーマ
・高齢者の栄養とお口の健康
（フレイル予防 栄養・口腔）
・めざそう元気百歳！足腰の機
能を保つために
（フレイル予防 運動）
・いきいき百歳体操体験講座
・その他（自由設定）

●経年実績累計
25年度　75団体　1,931人
26年度　73団体　1,903人
27年度　112団体　3,084人
28年度　118団体　 2,751人
29年度　95団体　  2,225人
30年度　79団体　1,701人
R元年度　73団体　1,825人
R2年度　34団体　 589人
R3年度　15団体　261人
R4年度　41団体　724人
R5年度　48団体　1,048人

●令和５年５月にコロナ感染症が５類に移行した
ことにより、地域において集いの場が再開し活動
が活発になったことにより、介護予防講座の申込
が増え、回数及び参加人数が増加したが、令和元
年度以前の講座開催数には至っていない。
●その他の講座は認知症予防関連の申し込みが多
い。また、令和５年度から新たにACP出前講座
も実施しており、受講者も多く好評である。●今
後も、市民が関心をもち、介護予防に繋がるテー
マを取り扱い、講座受講者を増やし、介護予防を
推進していく。

〇 〇 〇 〇

89 介護保険
課

くらし応援隊養
成講座

一般

●総合事業における訪問
型サービス事業の担い手
の育成と、高齢者の社会
参加の促進を目的とす
る。

●生活支援体制整備事業を、社
会福祉協議会に委託し、「地域
支えあい推進員」と共に、介護
予防・生活支援総合事業にかか
る訪問事業に携わるボランティ
アを育成する。

●経年実績累計（講座修了者　年度末登録者）
28年度　82人　38人
29年度　31人　55人
30年度　20人　55人
R元年度　28人　61人
R2年度　25人　46人
R3年度　13人　48人
R4年度　34人　59人
R5年度　26人　49人

●今後も引き続き、市民への講座周知や受講への
声かけが必要。
●生活支援の担い手不足や必要性の理解及びくら
し応援隊の声から本人自身のやりがいにつながっ
ていること等をPRし、講座開催の周知を積極的
に行い、受講者の増加と互助の機運を向上させる
必要がある。

〇 〇 〇 〇

90 介護保険
課

認知症サポー
ター養成講座

一般

●認知症を理解し、認知
症の人や家族を見守る認
知症サポーターを一人で
も増やし、認知症になっ
ても安心して暮らせるま
ちを住民とともにつく
る。

●認知症の正しい理解を得て地
域で支える認知症サポーターを
養成する。
※認知症サポーターとは、地域
や社会で、認知症の人やその家
族を温かく見守り、日常生活の
中でできるサポートを行う人。
●認知症キャラバン・メイトが
自治会、老人会、学校など希望
される団体に出向き、実施す
る。
※認知症キャラバン・メイトと
は、認知症サポーター養成講座
の講師役を担う人であり、地域
の人たちに認知症の正しい知識
や接し方を伝える役割を担う
人。

●認知症サポーター養成講座は、H18年度から
開始
経年実績累計
25年度　29団体　881人
26年度　37団体　1,064人
27年度　30団体　755人
28年度　39団体　 1,351人
29年度　29団体　  914人
30年度　30団体　799人
R元年度　21団体　598人
R2年度　13団体　 312人
R3年度　11団体　174人
R4年度　21団体　414人
R5年度　19団体　391人
●認知症キャラバン・メイト登録者
R6年度　28人

●認知症サポーター養成講座を一度受講した団体
は数年間は、受講が無い為、団体の枠にとらわれ
ない、一般参加型の講座の開催等を検討していく
必要がある。
●講座修了時のアンケートで、丹波市の次世代を
担う小学生たちから、認知症について純粋に理解
し、お友達が困っていたら助けてあげるのと同じ
ように優しく声をかけたり手伝ってあげるという
感想が多く、学童期からの啓発活動の必要性を感
じた。
●認知症サポーター養成講座を全学校で開催して
もらえるよう引き続き学校への働きかけを行なっ
ていく必要がある。

〇 〇 〇 〇 〇

91 介護保険
課

いきいき百歳体
操サポーター養
成講座

一般

●育成されたサポーター
が地域のいきいき百歳体
操実施団体を支援できる
ようにする。

●いきいき百歳体操のサポー
ターの役割りを認識し、団体が
主体的に集いの場として実施継
続できるようサポーターを育
成。

●経年実績累計（受講者数　登録者数）
27年度　31人
28年度　34人
29年度　42人　33人
30年度　21人　24人
R元年度　23人　8人
R2年度　26人　13人
R3年度　9人　　7人
R4年度　7人　　7人
R5年度　14人　13人
（登録者数は当該年度の新規登録者数を記載）
いきいき百歳体操サポーター養成講座はH27年
度、登録制度はH29年度から開始

●27年度から延べ207名を養成。うち、登録者
は57名。R5年度は離脱12名と世代交代が進
む。サポーターの養成と共に登録者の増、ポイン
ト制度利用の増が課題。

〇 〇

92 障がい福
祉課

障がいのことを
知る出前講座

市民

●障がいのことに関し、
より理解を深めることを
目的とする。

●自治会、PTA、民生委員、職
員の学習会への講師派遣等を行
う。

●障がいのある人に講師として参加を促す仕組み
を整え、実際に講師として学校や地域へ出向いて
体験談から、「障がい」の正しい理解につながっ
た。

●障がいの理解を深めるとともに、障がいのある
人もない人も共に生活することが当たり前である
という意識を育むためには、学齢期など早期から
の福祉教育が重要である。

〇 〇 〇 〇 〇

93 障がい福
祉課

自治会等手話教
室出前講座

市民

●手話への理解促進・啓
発に係る自治会・企業等
への手話教室の開催。

●手話研修の開催。
●手話教室を自治会や小中学校
等で開催している。

●手話教室では、手話言語に対する理解の促進
や、ろう者の生活の理解、日常で使える手話につ
いて学べる機会となった。

●手話教室の開催回数が伸び悩み、広報手段の検
討が必要である。
●中期的には手話教室講師の不足も懸念される。 〇 〇

94 障がい福
祉課

手話奉仕員養成
講座

市民

●丹波市手話奉仕員の養
成。

●初心者向け「入門講座」、入
門修了者向け「基礎講座」の開
催。

●手話奉仕員の養成に向け、入門課程、基礎課程
の２講座を毎年、開講している。
入門課程では初心者向けの講座、基礎課程では入
門課程修了者向けの講座を開講し、両講座を通
じ、手話が使える人（奉仕員）の養成を図れた。

●今後も引き続き、手話奉仕員の養成に向けた講
座を開講し、地域に手話が使える人を増やしてい
く必要がある。

〇 〇 〇
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95 障がい福
祉課

手話通訳者養成
講座

手話奉仕員

●丹波市登録手話通訳者
の養成。

●「通訳Ⅰ」講座の開催
　　＊基礎講座修了者対象
●「通訳Ⅱ」講座の開催
　　＊通訳Ⅰ修了者対象

●登録手話通訳者養成のため、隔年で通訳Ⅰ、通
訳Ⅱの講座を開講している。登録手話通訳者とな
るためには、統一試験合格が必要であり、通訳Ⅱ
の講座修了が統一試験受験の要件となっている。
手話通訳者養成講座を開講することにより、登録
手話通訳者の養成に向けた支援の一助となってい
る。

●今後も引き続き、手話通訳者の養成に向けた講
座を開講し、登録手話通訳者を増やしていく必要
がある。

〇 〇 〇

96 障がい福
祉課

要約筆記者養成
講座

市民

●丹波市登録要約筆記者
の養成。

●パソコン要約筆記者養成講座
の開催。

●登録要約筆記者養成のため、２年間をかけ、要
約筆記者養成講座を開講し、要約筆記者を養成し
ているが、令和６年度は受講希望者がなかったた
め未実施となった。

●登録要約筆記者養成の重要性は認識している
が、高度な技術が必要なため、受講希望者が少な
く、今後の市での要約筆記者養成の必要の有無に
ついて検討が必要である。

〇 〇 〇 〇

97 こども福
祉課

みんなで子育
て・親育ち活動
補助金

一般

●子育て世代の仲間づく
りにより、子育てに対す
る負担や不安の軽減を図
る。

●子育て世代や子育てを支援す
る市民で組織する５人以上のグ
ループに補助金を交付する。

●子育て世代を支援する活動を行うグループに対
し「丹波市みんなで子育て・親育ち活動補助金」
を交付し、子育て世代である保護者の子育て不安
の解消及び保護者とそのこどもの仲間づくりを支
援することができた。

●補助対象団体の要件が、継続的な活動実績が毎
月1回以上あることとなっており、年間通じての
活動が条件となっているため、年度途中開始グ
ループは対象外となっている。
●新規団体への支援、多様なニーズへの対応に
は、月1回以上の活動という要件を緩和し、活動
頻度や活動内容に応じて補助金を交付する制度を
検討する必要がある。

〇 〇 〇 〇

98 こども福
祉課

子育て学習セン
ター事業

子育て世代
の保護者

●地域の「人」「自然」
「もの」「知恵」をいか
し、親とこどもの「育ち
合い」（共育）、多様な
価値観に基づく「分かち
合い」（共生）の視点か
ら学習機会や情報の提
供、相談体制の充実に努
め、家庭の教育力の向上
を図る。

●６館の子育て学習センターに
おいて、自然体験、読み聞か
せ、食育など家庭教育支援につ
ながる事業を実施。

●家庭の教育力向上を図るための講座を実施。ま
た日曜開館の試行により、利用曜日を拡大する事
で、父親の利用拡大や、より多くの人が自分の利
用したいタイミングで来館しやすくすることがで
きた。

●相談員の確保が困難な状況となってきているた
め、勤務時間・勤務体制・運営体制について見直
す必要がある。

〇 〇 〇 〇

99 こども福
祉課

児童館事業
乳幼児とそ
の保護者

小・中学生

●遊びを通じて児童の情
操を豊かにし、健全育成
を図る。

●こうがやま児童館において、
歌遊び、創作活動、お茶席など
を実施。
●自由来館による、厚生員との
子育て相談などを実施。

●小学生を対象として出前児童館や年間を通じた
チャレンジ教室（絵画、英語、科学教室）を実施
した。
●乳幼児とその保護者に対しても、地域の子育て
支援拠点として関わることができた。
●こども達の成長に寄与するとともに、児童館事
業の啓発に努めることができた。

●小学校高学年や中高生に対する事業を検討し、
展開していく必要がある。
●子育て学習センターと共同で事業開催を検討
し、展開していく必要がある。
●児童厚生員の確保が難しくなってきた。 〇 〇 〇 〇 〇

100 こども福
祉課

家庭教育講座
子育て世代
の保護者

●子育て中の保護者の家
庭教育力の向上を図る。

●主に就労している保護者を対
象に、子育てに役立ち、そのヒ
ントとなる講座を開催する。

●６館の子育て学習センターで食育や家庭教育な
ど、子育て中の保護者を対象に講座を開催し、子
育て中の保護者の家庭教育力の向上を図った。

●子育て家庭のニーズの多様化に伴い、家庭教育
講座に特化したものではなく、子育て世代に魅力
ある、細かなニーズをくみ取ったテーマの講座を
実施していく必要がある。

〇 〇 〇

101 こども福
祉課

ファミリーサ
ポート事業

一般

●子育て世代を支えるサ
ポーターを育成しつつ、
その実践を行うことによ
り、生きがいづくりと子
育て支援の充実を図る。

●子育ての援助を希望する者と
子育ての援助を行おうとする者
が、子育てを通じて助け合いや
生きがいづくり等の社会参加を
促進する活動を支援する。

●子育て世代や、そのサポーターに対し、交流
会、研修会、講習等を開催した。
●子育ての援助を希望する保護者と子育てを援助
したいサポーターとのマッチングにより、子育て
中の親の負担軽減に寄与できた。

●活動の担い手となる、子育てを援助したい会員
の高齢化が進む一方で、新たな担い手が増えない
ため、会員同士のマッチングが今後難しくなる。
会員数を増やす取組が必要 〇 〇 〇 〇

102 こども福
祉課

子育てピアサ
ポーター事業

公募で任命
された者

●子育て世代が孤立しな
いよう、寄り添い、悩み
を共有し解決を共に図る
ことで、子育てに対する
負担や不安の軽減を図
る。

●子育て世代に寄り添いなが
ら、地域で子育てをサポートす
る、子育てピアサポーターを任
命し、地域の子育て支援拠点な
どで子育てに関する相談を受け
たり、子育て中の保護者から悩
みを聞いて、ともに解消をめざ
す。

●子育てピアサポーターを対象とした子育て支援
に関する研修会を開催し、参加者のスキルアップ
を図ることで、地域力を高めることができ、地域
全体で子育て世代に寄り添う支援体制を強化しま
した。

●子育て家庭のニーズは多様化しており、専門的
な知識やスキルが求められるケースも増えてい
る。ピアサポーターの専門性を高めるための研修
内容の充実が必要である。

〇 〇

103 こども福
祉課

心を育む講演会 一般

●児童虐待についての理
解とその防止を図る。

●人権啓発センター・自立支援
課（要保護児童対策地域協議
会）の共催で、一般市民を対象
に、児童虐待防止と児童の人権
についての講演会を実施する。

●令和元年までは、一般市民を対象に講演会を実
施し、児童虐待についての理解が得られた。
●令和2年度以降、児童虐待防止のための関係機
関の連携と資質向上を目指し、要保護児童対策地
域協議会の実務者等を対象にした研修会を開催し
た。

●こどもの権利の視点から、一般市民への啓発活
動も、改めて行っていく必要がある。

〇

104 消防総務
課

消防団の訓練指
導

一般

●防火意識の涵養と、地
域消防力を強化する。

●地域の消防訓練に対し指導協
力を行う。

●地域や学校の要請に応じて、消防団による消火
性の取り扱いをはじめ、訓練指導を行った。
防火意識の高揚、消防設備の取り扱いの説明など
一定の成果を得ることができた。

●毎年、繰り返しで指導を行っており、特定の消
防団員にとっては、指導力の向上になっている
が、地域の指導者育成となっているのかは、疑問
な点がある。

〇 〇
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105 水道課
小学生水道出前
講座

小学生

●毎日使っている水道に
ついて、スライドによる
学習や実際に水道施設を
見学することで、子供の
ころから水道に関心を持
ち、水の大切さを考える
機会をつくる。

●上下水道部職員が学校に出向
き、スライドや映像による説明
や施設見学を通じて、楽しく学
べる機会を提供する。

●平成29年度から令和６年度までにおいて、
115件の出前講座及び施設見学の受け入れを行
い、水道に関心を持つきっかけづくりができた。
（令和２年度から新型コロナウイルス感染症の影
響により、施設見学は中止した。）

●小学４年生の社会の授業において、水道につい
て学習するが、小学校によって水道出前講座の活
用の有無が分かれている。
●多くの小学生が水道のことを理解できるよう、
出前講座の活用について市内の小学校に働きかけ
ていく必要がある。

〇 〇 〇

106 水道課
大人向け水道出
前講座

一般

●私たちの暮らしに欠か
すことのできない水道に
関する現状を広く知ら
せ、これからの水道事業
についての理解を向上さ
せる機会とする。

●自治会や各種団体等市内在住
の方を対象に職員による出前講
座を実施する。スライド上映や
利き水など体験型・参加型学習
を実施する。

●平成29年度から令和６年度までにおいて、８
件の出前講座を実施し、水道に関する関心を深め
る機会をつくることができた。

●大人向けの出前講座の依頼は少ないため、今後
は、水道事業の現状等について知り、理解を得る
ため、積極的に広報を行う必要がある。

〇 〇 〇

107 下水道課
小中学生向け下
水道出前講座

小学生
中学生

●毎日使っている下水道
について、パワーポイン
トによる学習や実際に下
水道施設を見学すること
で、生活に欠かすことの
できない下水道に関心を
持ち、正しい使い方と環
境保全について考える機
会とする。

●下水道課職員が学校に出向
き、パワーポイントによる説明
や施設見学を通じて、楽しく学
べる機会を提供する。

●年間平均10校［平均270名］で実施
●各小学校においてパワーポイントを使用した約
30分の学習と顕微鏡を用いて微生物の観察を
行った。
●対話形式の講座で、下水道について楽しく学ぶ
機会にすることができた。
●顕微鏡での微生物観察では、児童達がいきいき
と参加しており、下水に関する興味や理解を深め
る機会とすることができた。

●分かりやすい資料の作成と説明となるようブ
ラッシュアップしていく必要がある。
●老朽化が進む施設の統廃合や維持管理など、今
後の課題を伝えていく必要がある。

〇 〇 〇

108 下水道課
大人向け下水道
出前講座

一般

●毎日使っている下水道
について、パワーポイン
トによる学習や実際に下
水道施設を見学すること
で、生活に欠かすことの
できない下水道に関心を
持ち、正しい使い方と環
境保全について考える機
会とする。

●自治会や各種団体等、市内在
住の方を対象に職員による出前
講座を実施する。
●パワーポイントによる説明や
微生物の観察等の体験型・参加
型学習を実施する。

●自治会１回［10名］、教諭１回［16名］、女
性会１回［30名］、氷上高校２年生［３名］で
実施
●パワーポイントを使用した約30分の学習と顕
微鏡を用いて微生物の観察を行った。
●対話形式の講座で、分かりやすい資料と説明に
より、下水道について理解を深める機会とするこ
とができた。

●分かりやすい資料の作成と説明となるようブ
ラッシュアップしていく必要がある。
●老朽化が進む施設の統廃合や維持管理など、今
後の課題を伝えていく必要がある。

〇 〇 〇

109 学校教育
課

たんばふるさと
学

小学生
中学生
市民

●地域住民の参画による
ふるさと教育を展開する
ことにより、小・中学生
の地域への関心を高め、
地域課題を解決する人材
を育成する。

●小学校に学校支援コーディ
ネーターを配置し、ふるさと教
育の計画や地域資源を活用した
授業・体験学習を実施する。ま
た、中学校で地域課題の発見と
解決をめざす学習を展開する。

●「丹波ふるさと学」では、昨年度同様に多くの
地域の方の参画を得て実施することができた。こ
どもたちにとって、しめ縄や焼き芋等、地域の伝
統的行事や、料理や木工制作など、安全面の配慮
のもと大変貴重な学びの場となった。
●地域の大人とこどもがつながるきっかけとな
り、互いに顔見知りになることができた。地域で
の声掛けやあいさつにも良い変化があった。

●学校と地域をつなぎ、学校を支える学校支援
コーディネーターや地域ゲストティーチャーの発
掘や人材育成を継続する必要がある。
●総合的な学習等における地域探究学習では、持
続可能な地域資源（校区の特色）を理解して、そ
れを生かした学習展開を図ることが求められてい
る。
●学校運営協議会等と連携を図り、地域課題に主
体的に関わり解決する児童生徒の育成を進める必
要がある。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

110
社会教
育・文化
財課

丹波市社会教育
関係団体補助金
（ＰＴＡ活動補
助）

社会教育活
動団体

●丹波市における社会教
育の発展を図る。

●社会教育の普及、向上又は奨
励等にかかる公益的活動に対
し、補助金を交付する。

●単位PTA役員や会員向けの研修会を開催し、
SNSの正しい使い方やインターネット利用の安
全性を学ぶことができた。
●PTCA活動実践交流大会では、学校・家庭・地
域が連携した取り組みを発表し、地域全体でこど
もを育む意識の向上を図ることができた。

●自主財源と補助金とのバランスや、年間の活動
内容から判断すると、社会教育関係団体補助金を
交付することについての課題はないと考える。

〇 〇

111
社会教
育・文化
財課

地域学校協働活
動

一般

●「学校（学び）を核と
した地域づくり・人づく
り」をめざす。

●地域学校協働活動とコミュニ
ティ・スクールの一体的な推進
及び、地域学校協働活動推進員
の増員に向けた取り組みを行
う。

●地域学校協働活動推進員未配置校を訪問し、推
進員配置に向けた協議を行い、新たに地域学校協
働活動推進員を配置することができた。
●学校支援コーディネーターや地域コミュニティ
活動推進員、教員を対象にしたコーディネート力
の向上に向けた研修を行い、新たなコーディネー
ト人材の育成と、地域と学校や学校運営協議会と
の連携強化を図ることができた。

●たんばふるさと学と地域学校協働活動との一体
的な実施に向けた事業の整理が必要である。
●自治協議会（地域づくり事業）との連携を強化
する必要がある。

〇 〇 〇 〇 〇 〇
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112
社会教
育・文化
財課

地域から考える
学びの未来会議

市民、学校
運営協議会
委員、学校
支援ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ、地域
学校協働活
動推進員等

●つながりづくり・仲間
づくり・学び合いづくり
をとおして、大人もこど
もも楽しく学べるまちを
めざす。

●市民と行政が連携し、丹波市
の教育をみんなで考える新たな
学びの場・機会を創出する。

●地域から考える学びの未来会議を開催し、地域
で行われている学びの掘り起こしをするととも
に、活動テーマごとに具体的活動事例や学びのア
イディアを抽出し、市民に発信することができ
た。
●学校と地域がともに考える学びの未来サミット
では、丹波市CSフォーラム・連絡会と共同開催
することで、学校（学び）を核とした地域づくり
や子どもの育ちに関わる大人自身が「学ぶこと」
や「つながり合うこと」の大切さを再認識した。

●市民目線で丹波市の教育を考える場として、こ
れまで積み上げてきた成果をいかした新たな取り
組みを検討する必要がある。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

113
社会教
育・文化
財課

歴史講座 一般

●身近な地域の歴史文化
に関心を持ち、その歴史
的な価値を地域や市民が
見つめ直す機会を設けら
れるようにする。

●丹波市と神戸大学人文学研究
科が地域連携協定を結び、身近
な地域の歴史文化を見直すきっ
かけづくりとなる講座を開催す
る。
●市島歴史民俗資料館開館ボラ
ンティアの会との共催で、市島
民俗資料館の収蔵資料を中心に
市島の歴史に関する講座を開催
する。

●歴史講座を開催したことにより、身近な地域の
歴史や文化を見直す機会としての取組ができた。
●令和5年度から市島歴史講座を開催し、これま
で紹介する事のできなかった資料について学ぶ機
会を作ることができた。
●神戸大との歴史講座は、令和2年度から講座の
動画配信を行い、当日参加できなかった方の聴講
が可能となった。
●令和4年度から単独及び各歴史講座の中で考古
学に関する講座を開催した。須恵器や山城、柏原
藩等について考古学的見地から歴史を知る機会を
設けることができた。

●地域の歴史を知り、郷土に愛着を持つために若
い世代が歴史文化に親しむ機会の創出が必要であ
る。
●参加者がほぼ固定されており、新たな参加者の
開拓、学生向け、親子向けなどの講座も取り入れ
る必要がある。

〇 〇 〇

114
社会教
育・文化
財課

歴史民俗資料館
の運営

一般

●各資料館で市の歴史や
文化財を紹介し、郷土へ
の愛着を醸成する役割を
果たす。

●市民に歴史や文化財を学べる
施設として、各資料館を運営す
る。

●大河ドラマに関連する企画や歴史講座に関連し
たミニ企画、丹波市出身の俳人（片山桃史）の戦
争に関連した企画展を開催し、丹波市にゆかりが
ある幅広い歴史を紹介することができた。
●市内の社会教育施設が連携し共同で企画展を開
催し、これまで資料館に関心がなかった人にも広
く周知することができた。

●様々な企画展だけでなく、出張展示などで歴史
に興味を持ち、周知の機会を作る必要がある。
●HP、SNS等の活用により来館者を増やす取り
組みを行う必要がある。

〇 〇 〇 〇

115
社会教
育・文化
財課

いきものふれあ
いの里運営事業

一般

●身近な自然の中で、野
鳥や昆虫などの小動物や
植物の観察を通じて、自
然の大切さや自然との関
わり方を学ぶ。

●人と自然の共生を目指し、丹
波の自然と人々の生活の関わり
について学ぶ教育施設の運営と
自然との共生を学ぶ講座・企画
展を開催している。

●市民の環境学習の場として施設を運営すること
ができた。
●講座や企画展を通じ、自然との共生を学ぶ機会
を提供できた。

●新たな来園者獲得のために講座や企画展の内容
を工夫する必要がある。
●HP、SNS等の活用により来園者を増やす取り
組みを行う必要がある。 〇 〇 〇

116
社会教
育・文化
財課

氷上回廊水分れ
フィールド
ミュージアムの
運営

一般

●氷上回廊で育まれてき
た地域特有の自然の多様
性、豊かな文化及び歴史
を貴重な地域資源として
次世代に継承していく取
り組みを広げる。

●氷上回廊の自然、歴史文化を
次世代に継承する拠点施設とし
て、氷上回廊をとりまく豊かな
自然や文化などに関する情報を
収集、保存及び展示し、それら
の普及活動や教育活動を行うた
め、企画展やワークショップ等
を開催している。

●氷上回廊の拠点施設として、教育活動を行うと
ともに、企画展や特別展を開催し、自然や文化に
関する情報について広く発信することで、氷上回
廊という恵まれた自然環境が織りなす特徴ある地
勢や文化、歴史を学び、郷土の魅力を伝えること
ができた。
●多様な市民と協力して、オリジナルボードゲー
ムを作製し、中学生を中心に丹波市の将来を自分
事として捉え、考えるきっかけを提供できた。

●リニューアルオープンから数年経過しており、
来館者数が減少していることから、常設展の展示
物に変化をもたらせる等、工夫する必要がある。
●講座や企画展の内容に偏りがあるため、異なる
内容の講座や企画展を行う必要がある。

〇 〇 〇

117 中央図書
館

課題解決・啓発
事業

一般

●市民の生涯学習を支援
するために、地域の情報
拠点として読書の推進や
支援だけではなく、市民
の生活や仕事、地域づく
り等の各分野における課
題解決も支援するために
図書館機能を充実させ
る。

●個人や地域の課題解決に役立
つ資料を充実させる。
●課題解決を支援するレファレ
ンス（利用者の調べものや質問
に対して図書館の資料を使って
答えたり、回答の含まれる情報
源を提示・照会したりする）業
務を実施する。
●生活に役立つ講座等を開催す
る。

●課題解決に役立つ資料を充実させ、閲覧や貸出
しにより個人や地域の課題解決に供することがで
きた。
●各館でレファレンス業務を実施し、個人や地域
の課題解決を支援することができた。

●課題解決に役立つ資料として、地域で作成され
た広報誌などの地域資料の提供を呼びかけ、収
集・整理保存していく必要がある。
●レファレンス業務そのものの認知度が低いた
め、市民に広く周知する機会をつくる必要があ
る。
●課題解決に役立てるとともに、図書館に関心を
集める、生活に役立つ講座の開催を検討する必要
がある。

〇 〇 〇

118 中央図書
館

子ども読書活動
推進事業

こども

●こどもたちが本に出会
い、読書に親しむ機会を
提供する。

●こども向けの講座等を実施す
る。（ブックスタート、子ども
読書活動推進講座、夏休み一日
図書館員）

●こども向け講座等を各種開催し、読書に親しむ
機会を提供することができた。

●絵本作家講演会や工作ワークショップなど、ふ
だん図書館に来ない子どもや親子でも関心を持て
るような講座の開催を検討する必要がある。
●団体貸出においては、学校で必要とされている
資料を調査し収集する必要がある。

〇 〇
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★は、総事業数のうち、１割に満たないことを表す。 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
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学
び
の
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援
・
コ
ー
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ィ

ネ
ー

ト
機
能
の
整
備

学
び
の
成
果
を
評
価
す
る
仕
組
み

づ
く
り

№ 部署 事業名 対象者

多
様
な
学
び
の
活
動
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
推
進

1.まなび人を増やそう

事業の目標 事業の概要 事業の成果 事業の課題

学
び
に
出
会
い
参
加
す
る
き
っ

か

け
づ
く
り

学
び
の
機
会
や
団
体
に
つ
い
て
の

情
報
発
信

市
民
が
つ
く
る
学
び
の
機
会
の
提

供 多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の

機
会
の
提
供

身
近
な
学
び
の
場
づ
く
り

多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
学
び
の

場
づ
く
り

学
び
の
環
境
の
利
便
性
の
向
上

(1)学びへの関
心を高める

(2)学びを
見つける

(3) 学びの場をつ
くる

(1) 学びで
つながる

(2) 学びを生かす

2.まなび力を育てよう 3.まなび里をつくろう

(3) 学びの力を高める
(1)学びで地域
の魅力を見つけ
る

(2)学びのまちをつくる
(3)学びからまちを活性
化する

地
域
で
子
ど
も
・
若
者
を
育
て
る

環
境
づ
く
り

地
域
の
魅
力
発
掘
と
新
し
い
学
び

の
創
出

地
域
の
学
習
施
設
の
利
用

専
門
的
な
教
育
機
関
と
の
連
携

市
民
活
動
団
体
や
N
P
O
へ
の
支

援 学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協

働 地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
市
民
力

の
醸
成

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り

指
導
者
・
リ
ー

ダ
ー

の
養
成

よ
り
高
い
学
び
に
移
行
す
る
仕
組

み
づ
く
り

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支

援 自
然
や
歴
史
、

伝
統
文
化
を
活
用

し
た
学
び
の
機
会
の
提
供

学
び
の
成
果
を
活
用
す
る
仕
組
み

づ
く
り

地
域
の
人
材
を
活
用
す
る
仕
組
み

づ
く
り

自
主
運
営
事
業
へ
の
支
援
の
充
実

119 中央図書
館

学校や園、他施
設との連携事業

こども

●こどもたちが本に出会
い、読書に親しむ機会を
学校や園、他施設と相互
に連携しながら提供す
る。

●出張おはなし会、ブックトー
ク、団体貸出を実施する。図書
館見学を受入れる。

●学校や園へ出向き、絵本の読み聞かせや絵本の
紹介を行うとともに、図書の団体貸出しにより、
こどもたちが本に出合う機会を提供できた。
●主に小学校からの図書館見学を受入れし、図書
館の使い方の指導等を行うことができた。

●おはなし会やブックトークに出向いている学
校・園が限られており、制度を広く周知する必要
がある。

〇 〇

120 中央図書
館

子ども司書養成
講座

小学４～６
年

●こどもたちの中で、読
書活動のリーダーとして
活躍してくれる子ども司
書を養成する。

●同世代のこどもたちへ本の紹
介や読み聞かせ活動等ができる
子ども司書を養成するために講
座を開催。

●講座を開催し、毎年10人程度のこどもたち
に、図書館の仕組みや使い方、絵本の紹介POP
の書き方や読み聞かせを指導することができた。

●子ども司書として認定したこどもたちは、主に
市立図書館で定期開催しているおはなし会で絵本
の読み聞かせを行っており、活動の場所を広げる
必要がある。

〇 〇

121 中央図書
館

市民との協働運
営

一般

●市民と協働した図書館
運営を行う。

●図書館サポーター養成講座を
開催し、サポーターを養成す
る。（丹波市社会福祉協議会と
共催）
●読み聞かせボランティアグ
ループの活動支援を行う。

●図書館サポーター養成講座を毎年開催し、新規
の図書館サポーターを養成することができた。
●各館で活動している読み聞かせボランティアグ
ループの交流の場として、合同おはなし会の開催
を支援することができた。

●ボランティアの活動の場を広げる必要がある。
●ボランティアグループに属していない市民でも
図書館の運営に意見を言える仕組みを検討する必
要がある。 〇 〇

122 植野記念
美術館

美術館管理運営
事業

一般

●多くの市民が、こころ
豊かで生きがいのある生
活を送り、感性豊かな子
どもたちが育つことをめ
ざして、優れた芸術文化
に触れる機会を提供す
る。そのため、四季を通
じて、質の高い魅力ある
展覧会を企画する。

●美術に関する市民の知識及び
教養の向上を図るために、丹波
ゆかりの作家や、有名な作家に
よる展覧会を実施し、丹波市の
芸術文化の発信拠点として管理
運営する。

●丹波市出身のエンバ美術コンクールゆかりの作
家による展覧会を実施することで、丹波の地では
ぐくまれた芸術を市民に発信することができた。
●話題性のある作家の企画展を開催することで、
多くの人に芸術に触れる機会を提供した。
●ファミリープログラムやワークショップなどの
イベントを通じて、幅広い年齢層に美術館を身近
に感じる機会とすることができた。

●展覧会及び美術館そのものについて、より多く
の人に興味を持ってもらい、実際に足を運んでも
らえるような情報発信をする必要がある。
●小中学生の美術教育の選択肢として鑑賞教室
PRを行う必要がある。

〇 〇

123 恐竜課 化石発掘体験 一般

●化石の発掘体験を通じ
て、地域（元気村かみく
げ）への来客者を増や
し、地域の魅力や、丹波
市の魅力を発信し、再来
訪者(リピーター）数を増
やす。

●丹波竜の化石が発見された篠
山層群の石を用いて、化石発掘
体験を実施する。

●発掘体験を通じて、丹波竜発掘現場周辺の展望
施設や旧上久下村営上滝発電所記念館への誘客
や、地域の魅力を発信することができた。

●化石の発掘体験に従事する地域住民の固定化に
より、丹波竜発掘当時の情報が継承されにくい状
況となっている。
●また、高齢化が進む中で、発掘体験を地域で実
施することが困難な状況となりつつある。
●市内や近隣地域の来訪者・利用者増加につなが
る企画や仕組みが必要である。

〇 〇 〇

124 恐竜課
ちーたんの館運
営管理

一般

●「丹波竜化石工房ちー
たんの館」の魅力を発信
し、来館者の増加や丹波
竜を含む篠山層群の古生
物の魅力を感じる機会と
する。

●丹波竜をはじめとする篠山層
群から発見された古生物化石等
を展示する。

●世界的にも貴重な丹波竜化石や篠山層群から発
見された古生物化石等の展示を行うとともに、市
内小・中学生を対象とした学習プログラムを実施
した事により、市民が郷土への愛着と誇りを育む
ことができ、広く地域の魅力を発信することがで
きた。

●「大地のなりたち」「生命の進化」など学習プ
ログラムのコンテンツとも連携した展示の拡充を
行う必要がある。
●来館者を増やすための企画や、広告などの工夫
が必要である。

〇 〇 〇

125 恐竜課

丹波竜活用事業
（セミナー・
ワークショップ
事業）

一般

●化石や地層に興味を持
つ人を増やし、学ぶ機会
を設けるとともに、篠山
層群について、興味関心
を深める機会とする。

●化石や地層に係るセミナー、
ワークショップを開催し、体験
しながら篠山層群化石等につい
て学ぶ。

●教育普及専門員や外部からの講師を招き、化石
クリーニングやレプリカ制作など専門性の高いセ
ミナーを実施するとともに、恐竜フィギア塗装や
復元画作成などの古生物について楽しく学ぶワー
クショップを実施することができ、篠山層群につ
いて学ぶ機会を提供することができた。

●内容によって募集人数に対し参加者が少ないも
のがあったため、企画・内容や周知方法等につい
て検討が必要である。

〇 〇 〇 〇

合計 　　　　　　該当事業数 44 7 30 46 20 16 14 11 7 9 16 14 30 24 7 10 12 7 23 5 8 16 23 9 16

★は、総事業数のうち、１割に満たないことを表す。 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
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